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伊勢の元気さん！

　今回は、伊勢志摩地域で観光平和を守るため
に活躍するご当地ヒーロー「観光戦隊イセシマン」
に登場してもらいました。

ご当地ヒーロー
観光戦隊

　

海
・
山
の
自
然
の
恵
み
に
あ

ふ
れ
、
悠
久
の
歴
史
を
誇
る
伊

勢
志
摩
は
、
世
界
的
な
観
光
地

と
し
て
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、

国
内
外
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
そ
ん
な
伊
勢
志

摩
に
、
悪
の
秘
密
組
織

「
ダ
ラ
ー
ク
」
の
魔
の

手
が
忍
び
寄
っ
て
い

る
の
だ
！

　

こ
の
ま
ま
で
は
伊

勢
志
摩
が
堕
落
し
て

し
ま
い
、
観
光
客
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
住
民
で
さ
え

故
郷
を
愛
せ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ぞ
…
！

　

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が

「
観
光
戦
隊
イ
セ
シ
マ
ン
」―
伊

勢
志
摩
の
観
光
平
和
を
守
る
た

め
に
や
っ
て
来
た
正
義
の
味
方

で
あ
る
。

　

秘
密
組
織
の
怪
人
で
あ
る
ド

ム
ナ
ラ
ン
ダ
ー
や
ダ
ダ
ク
サ
リ

ア
ン
兵
ら
か
ら
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め

に
戦
っ
て
い
る
の
だ
！

い
そ
げ
！

　
　

た
た
か
え
！

　
　
　
　

イ
セ
シ
マ
〜
ン
!!

伊勢のまちに
ダラークの陰
が忍び寄る

イセシマン

ダラークの怪人と戦う
イセシマン！

　

イ
セ
シ
マ
ン
は
、
イ
セ
レ
ッ

ド
・
ト
バ
ブ
ル
ー
・
シ
マ
イ
エ

ロ
ー
・
ワ
タ
ラ
イ
ガ
ー
・
イ
セ

ワ
ン
ダ
ー
の
５
人
か
ら
な
る
ヒ

ー
ロ
ー
。「
自
分
た
ち
の
ふ
る

さ
と
が
、
観
光
で
来
る
人
か
ら

も
地
元
の
人
か
ら
も
愛
さ
れ
る

よ
う
に
」
と
の
願
い
で
、
伊
勢

志
摩
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

彼
ら
の
出
動
場
所
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
、
子
ど
も
た
ち
が
い
る

施
設
な
ど
。「
人
の
心
の
中
の

悪
い
気
持
ち
が
敵
」
と
言
う
イ

セ
シ
マ
ン
は
、
人
々
に
悪
い
気

持
ち
を
抱
か
せ
て
ま
ち
を
堕
落

さ
せ
よ
う
と
す
る
悪
の
秘
密
組

織
「
ダ
ラ
ー
ク
」
か
ら
、
人
々

を
守
る
た
め
に
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

「
伊
勢
志
摩
が
み
ん
な
か
ら

愛
さ
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に

は
、
何
よ
り
も
人
づ
く
り
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の

活
動
を
通
じ
て
、
地
元
の
人
や

子
ど
も
た
ち
に
、
伊
勢
志
摩
の

良
さ
や
環
境
、
マ
ナ
ー
の
こ
と

な
ど
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
人
々
の
心
を
育

て
て
い
き
た
い
」
と
イ
セ
シ
マ

ン
は
語
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
イ
セ
シ
マ
ン
の
得

意
技
は〝
お
も
て
な
し
返
し
〞。

「
み
ん
な
が
笑
顔
で
、
人
に
優

し
く
、
こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ま
ち
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
心
を
尽
く

す
」
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。

　

イ
セ
シ
マ
ン
の
普
段
の
仮
の

姿
は
「
普
通
の
人
間
」。「
伊
勢

志
摩
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
な
ら
誰

で
も
イ
セ
シ
マ
ン
に
な
れ
る
」

と
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ

な
た
の
隣
に
い
る
人
や
、
あ
な

た
の
お
父
さ
ん
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

一
人
一
人
が
イ
セ
シ
マ
ン
の

心
を
持
ち
、
み
ん
な
が
イ
セ
シ

マ
ン
に
な
れ
ば
、
こ
の
地
域
は

き
っ
と
よ
り
良
い
ま
ち
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

観光戦隊イセシマンの
ホームページ
http://www11.ocn.ne.jp/̃trido/

イセシマン

特ダネ
もうすぐ６人目のキャラクター

として、ワタライガーの妹が登

場するらしいですよ。

「誰から
も愛され

る

　　ふるさ
と目指し

　　　　
 心を尽く

す」
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健康課（☎㉗2435）

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染して

発症する感染症の一つです。

　せきやくしゃみなどの飛
ひ

沫
まつ

によって感染が広がり、38
度以上の発熱、関節痛、筋肉痛、頭痛などの全身症状

を発症するのが特徴です。高齢者では、肺炎などの合併

症を起こし、死に至る場合も少なくありません。

　なお、2009年に世界的に大流行した新型インフルエ
ンザ（Ｈ１Ｎ１）は、2011年３月31日をもって流行の沈静
化が発表され、季節性インフルエンザの一つとして対応

されることになりました。

　正しい知識を身に付け、日頃から予防に心掛けましょう。

インフルエンザの予防法（うつらない）
①感染経路を絶つ
　・・流行期は、できるだけ人混みに行くのを避けましょう

　・・帰宅後や不特定多数の人が触れるようなものに触れ

　　た後は、必ず手洗い（下図参照）・うがいをしましょう

　・・適度な湿度（50％～60％）を保ちましょう
　・・外出時にはマスクを着用しましょう

②抵抗力をつける
　・・十分な睡眠を取りましょう

　・・バランスの良い食事をしっかり取りましょう

　・・過度な厚着や薄着を避け、適度な運動をして体力を

　　つけましょう

③予防接種を受ける
　・・流行前に予防接種を受けましょう（発症しても重症化

　　を防ぐ可能性が高くなるので、特に高齢者は接種を

　　しましょう）

※インフルエンザ予防接種について、詳しくは「広報いせ」

　10月１日号に掲載しています。

もし感染してしまったら…（うつさない）
　もしインフルエンザに感染してしまったら、早めに

医療機関で受診し、療養するとともに、家族や周りの

人にうつさないように心掛けましょう。

①せきエチケットを心掛けましょう
　・　・せき・くしゃみの際は、ティッシュペーパーなどで

　　口と鼻を覆い、他の人から顔をそらし、できる限

　　り１ｍ～２ｍ以上離れましょう

　・・使ったティッシュペーパーは、すぐにふた付きの

　　ごみ箱へ捨てましょう

　・　・ティッシュペーパーなどがない場合は、口を前腕

　　部（袖口）で押さえて、できる限り飛沫が飛び散

　　らないようにしましょう

　・・せきやくしゃみを押さえた手、鼻をかんだ手は、

　　すぐに洗いましょう

②マスクを正しく着用しましょう
　・　・マスクは毎日清潔なものを使いましょう（不織布

　　製のものがお勧めです）

③外出は控えましょう
　・・熱が下がっても、その日から２日を経過するまで

　　自宅で過ごしましょう

④家族への感染を防ごう
　・・家族への感染を防ぐため、家族とは別室で過ご

　　しましょう

インフルエンザを
予防しましょう！

感染予防のための
正しい手洗い

◆石けんを使って30秒以上を目安に洗い、洗い残しのないようにしましょう。
◆流水で石けんを流し、洗った後は清潔なタオルなどで水分を十分に拭き取り

　ましょう。

１.手をぬらし、石け
　んを泡立て、手の
　ひらをよくこすり
　合わせる

２.両手をもむよ
　 うにして指の
　　間を洗う

３.手の甲をこす
　 って洗う

４.指先、爪の間も
　 手のひらにあ
　 ててよく洗う

５.手首もしっか
　 り洗う

６.流水で石けん
　 をよく洗い流
　　す
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財
政
健
全
化
法
と
は
？

将来負担比率 36.2％

0

伊勢市
36.2％

100 200 300 350（％）

早期健全化基準
350％

資金不足比率

0

その他の企業会計
算定されず

10 20（％）

経営健全
化基準
20.00％

病院事業
15.0％

病院事業15.0％
その他の企業会計 該当なし

行
政
経
営
課
（
☎
㉑
５
５
２
９
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政

健
全
化
法
）に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
は
、
毎
年
度
の
決
算
に

基
づ
き
、健
全
化
判
断
比
率（
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
）お
よ
び
資
金
不

足
比
率
を
公
表
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
22
年
度
決
算

に
基
づ
く
伊
勢
市
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
悪
化
が
進
む
地
方
公
共

団
体
の
財
政
破は

綻た
ん（
倒
産
）を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団

体
が
、
毎
年
度
の
決
算
状
況
に

基
づ
き
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
早
期
に
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
法
律
で

す
。

比
率
が
悪
化
す
る
と
？

　

財
政
状
況
を
計
る
基
準
と
し

て
、
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政

再
生
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
健
全
化
基
準
は
「
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
」、
財
政
再
生

基
準
は
「
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
」
に

例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
指
標
が
、
こ
の

基
準
を
上
回
る
と
、
財
政
再
建

に
向
け
た
計
画
を
策
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
る

場
合
は
自
主
的
に
財
政
再
建
を

図
り
、
財
政
再
生
基
準
を
上
回

る
場
合
に
は
、
国
の
管
理
・
指

導
の
下
で
財
政
再
建
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
、
公

共
料
金
の
値
上
げ
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
廃
止
な
ど
、
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
な
ど
の
企
業
会

計
で
は
、
経
営
健
全
化
基
準
を

上
回
る
と
、
経
営
改
善
に
向
け

た
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
経
営
の
再
建
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伊
勢
市
の
状
況
は
？

　

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

伊
勢
市
の
状
況
は
、
全
て
の
指

標
で
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
法
の
指
標
に
よ
る

と
健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る
と

判
断
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
状
況
は
こ
の

指
標
の
み
で
判
断
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
事
業

は
医
師
不
足
な
ど
か
ら
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
お
り
、
現
在
の

経
済
情
勢
な
ど
を
考
え
る
と
、

伊
勢
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
決
し
て
安
心
で
き
る
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

普通会計が将来負担すべき実質
的な負債の標準財政規模に対す
る比率

　借入金の残高や将来的に支出す
ることが見込まれる額の大きさを
示す指標です。数値が大きいほど、
将来、財政を圧迫する可能性が高い
ことを表します。
　平成22年度は前年度と比較して
13.3 ポイント改善して 36.2％とな
りました。
※財政再生基準はありません。

企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率

　病院・水道・下水道などの企業会計の資金
不足の程度を示す指標です。数値が大きいほ
ど、経営が深刻化していることを示します。
　平成22年度は病院会計が前年と比較して
1.5ポイント悪化し15.0％、その他の企業会
計では資金不足額が発生しないため、資金
不足比率は算定されませんでした。
※伊勢市の企業会計…病院事業、水道事業、
下水道事業、認知症対応型共同生活介護事
業、農業集落排水事業

将来負担比率の算定に用いた将来負担額
（伊勢市が将来負担すべき負債）

将来負担額　902.9億円
（市民１人当たり　681,606円）

普通会計の地方債残高 ……………… 485.5億円
企業会計の地方債残高　
（普通会計負担分） …………………… 288.6億円
一部事務組合の地方債残高

（伊勢市負担分） ………………………… 23.4億円
退職手当負担見込額 …………………… 90.6億円
土地開発公社の負債額
（伊勢市負担分） …………………………  14.8億円

将来負担額から控除できる財源
　 　　　　　　　　　　811.7億円
（市民１人当たり　612,789円）

地方債の償還等に充当可能な基金 … 124.2億円
地方債の償還等に充当可能な歳入 … 167.2億円
地方債残高に対する普通交付税
基準財政需要額算入見込額 ………… 520.3億円

※普通会計…伊勢市の場合は、一般会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・土地取得特別会計から構
成されます。個々の地方公共団体ごとに会計の範囲が異なることから、地方財政統計上、統一的に用い
られる会計区分。
※標準財政規模…標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源（市税や普通地方交付税など）の規模。

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
公
表
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普通会計を対象とした実質赤字の標準
財政規模に対する比率

実質赤字比率 該当なし 連結実質赤字比率 該当なし 実質公債費比率 8.8％

10 20（％）0

伊勢市
算定されず

早期健全化
基準
11.84％

財政再生
基準
20.00％

20 35（％）0

伊勢市
算定されず

早期健全化
基準
16.84％

財政再生
基準
35.00％

20 35（％）0

伊勢市
8.8％

早期健全化
基準
25.0％

財政再生
基準
35.0％

10 3010 30

　主に一般会計の赤字の程度を示す指
標です。数値が大きいほど、財政運営が
深刻化していることを表します。
　平成22年度は赤字額が発生しないた
め、実質赤字比率は算定されませんでし
た。

全会計を対象とした実質赤字の標準財
政規模に対する比率

　特別会計や企業会計などの全ての会
計を合算し、市全体の赤字の程度を示す
指標です。数値が大きいほど、財政運営
が深刻化していることを表します。
　平成 22年度は赤字額が発生しないた
め、連結実質赤字比率は算定されません
でした。

普通会計が負担する地方債の元利償還
金等の標準財政規模に対する比率

　借入金の返済額やこれに準じる額の
大きさを表す指標です。数値が大きいほ
ど、資金繰りが悪化していることを表し
ています。
　平成 22 年度は前年度と比較して 1.4
ポイント改善して 8.8％となりました。

健全化判断比率・資金不足比率

からからからからから

　

こ
こ
最
近
、
運
動
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
時
間
を
つ
く

っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ヨ
ガ
を

し
て
い
ま
す
。
夜
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
お
友
達

と
一
緒
に
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
方
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
リ

ズ
ム
良
く
歩
い
て
い
る
方
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
市
長
室
に
来
て
い
た

だ
い
た
方
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
さ

れ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

体
が
健
康
に
な
っ
て
、
町
も

き
れ
い
に
な
れ
ば
、
そ
ん
な
う

れ
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
、

早
速
ま
ね
を
し
て
、
ご
み
拾
い

を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

約
１
時
間
で
、
ご
み
袋
半
分
ぐ

ら
い
の
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
拾
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

容
器
の
ラ
ベ
ル
を
一
つ
一
つ

記
録
し
て
い
ま
す
が
、
明
ら
か

に
「
微
糖
」
や
「
カ
ロ
リ
ー
オ

フ
」
な
ど
、
健
康
志
向
の
商
品

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、ご
み
拾
い
を
始
め
る
と
、

面
白
い
こ
と
に
、
自
分
の
気
持

ち
の
中
に
変
化
が
あ
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
ご
み
を
一
つ
拾

う
ご
と
に
、
町
や
道
路
に
対
す

る
愛
情
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
ポ
イ
捨
て
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
飲
料
メ
ー
カ
ー

の
社
会
的
責
任
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
疑
問
が
生
ま
れ
て
き
た

こ
と
で
す
。

　

空
き
缶
一
つ
で
大
き
な
声
を

出
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「
物
が
売
れ
れ
ば
後
は
お
客
さ

ん
任
せ
」
と
い
う
の
は
、
何
か

腑ふ

に
落
ち
ま
せ
ん
。
企
業
が
地

域
社
会
に
対
し
て
貢
献
活
動
を

す
る
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
な

っ
て
き
た
時
代
で
す
が
、
足
元

の
こ
と
を
し
っ
か
り
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
式
年
遷
宮
を
目

前
に
、
全
国
の
参
拝
者
の
方
が

伊
勢
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
を
お
迎

え
す
る
に
当
た
っ
て
、
少
し
で

も
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
町
を
き
れ
い
に

す
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

さ
れ
る
と
き
に
は
、
懐
中
電
灯

や
反
射
タ
ス
キ
な
ど
を
使
っ
て
、

交
通
事
故
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。
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課税課（☎㉑5534）

　「控除から手当へ」との考え方の下、所得税の扶養控除の見直しに合わせて、平成24年度から、市・県民税に
ついても扶養控除の見直しが行われます。

扶養控除の
見 直 し

主な税制改正のお知らせ
平成24年度

　 16歳未満の扶養親族に対する扶養控除が廃止され
ます。

　 これまで特定扶養親族とされていた16歳以上23歳
未満の扶養親族のうち、16歳以上19歳未満の扶養控
除の上乗せ部分（12万円）が廃止され、一般扶養控除
となります。

　 同居特別障害者への加算
　扶養親族または控除対象配偶者が、同居している

特別障害者の場合、扶養控除または配偶者控除の額

に23万円を加算していましたが、扶養控除ではなく障
害者控除の額に23万円を加算することになります。

廃止

特定扶養
控除（※）
33万円
＜38万円＞

一般扶養
控除
33万円
＜38万円＞

老人扶養
控除
38万円
＜48万円＞

特定扶養
控除
45万円
＜63万円＞

廃止

一般扶養
控除
33万円
＜38万円＞

上乗せ分
12万円
＜25万円＞

＜　＞内は所得税の
控除額

～15歳 70歳～16歳～18歳 19歳～22歳 23歳～69歳

※16歳～19歳未満の特定扶養
控除は一般扶養控除に移行

扶養控除
（または配偶者控除）
33万円＜38万円＞

同居特別障害者加算
＋23万円＜35万円＞
（扶養控除へ加算）

特別障害者控除
30万円＜40万円＞

【変更前】 【変更後】

＋

＜　＞内は所得税の控除額

同居特別障害者加算
＋23万円＜35万円＞
（特別障害者控除へ加算）

特別障害者控除
30万円＜40万円＞

年少扶養控除廃止
　など扶養控除の見直し

加算の対象
を扶養控除
などから障
害者控除に
振り替え

～事業主の皆さんへ～

給与所得者の個人住民税は「特別徴収」で
　給与所得者の個人住民税（市・県民税）は、法令

により、従業員の給与から特別徴収（天引き）し、

従業員の住所地の市区町村へ納めなければならな

いことになっています。

　三重県と県内全市町では、個人住民税の給与か

らの特別徴収の徹底に取り組んでいます。全ての従

業員から特別徴収をしていない場合は、特別徴収へ

の切り替えをお願いします。

事業主の皆さんへ
○所得税は源泉徴収をし、個人住民税は特別徴収

　しないということは、法令で認められていません

○原則として、パート・アルバイトを含む全ての従業

　員から特別徴収をする必要があります

○従業員が常時10人未満の事業者には、申請によ
　り年12回の納期を年2回とする制度（納期の特例
　制度）もあります

従業員の皆さんのメリット
○納税の手間が省けます

○普通徴収の納期が年４回なのに対し、特別徴収

　の納期は６月～翌年５月の年12回となるので、１
　回当たりの負担が軽くなります

 特別徴収への切り替え方法
・・総括表で特別徴収を希望する

　　　　　　または
・「特別徴収への切替依頼書」を提出する

❶

❷

❸
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
分

年
末
調
整
等
説
明
会
・

所
得
税
の
青
色
決
算
等
説
明
会

伊
勢
税
務
署
（
☎
㉘
３
１
９
１
）　

※
音
声
ガ
イ
ド
で
「
２
」
を
選
択
。

　

左
表
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○年末調整等説明会
とき ところ 対象地域

11 月 17日㈭
10:00 ～ 12:00

生涯学習センター
いせトピア

伊勢市（二見町・小俣町・御
薗町を除く）

11月 17日㈭
14:00 ～ 16:00

生涯学習センター
いせトピア

伊勢市（二見町・小俣町・御
薗町）、鳥羽市、玉城町、南伊
勢町、大紀町、度会町

11月 18日㈮
10:00 ～ 12:00

阿児アリーナ
（志摩市阿児町神明）

志摩市

○所得税の青色決算等説明会
とき ところ 対象地域

11 月 16日㈬
14:00 ～ 16:00

生涯学習センター
いせトピア

伊勢市、鳥羽市、玉城町、
南伊勢町、大紀町、度会町

11月 18日㈮
14:00 ～ 16:00

阿児アリーナ
（志摩市阿児町神明）

志摩市

※いずれの日に出席していただいても構いません。
※平成 23 年分から、青色申告決算書は確定申告書用紙に同封されますが、平
成 22年分所得税の確定申告書を国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）
の「確定申告書等作成コーナー」および電子申告（e-Tax）で作成し提出した人
については、平成 23年分の青色申告決算書は送付されません。必要な場合は、
国税庁のホームページから出力していただくか、税務署の窓口、または説明会当
日に会場でお受け取りください。

いないと困る民生委員・児童委員
「民生委員・児童委員がいれば…」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度

は
、
平
成
23
年
度
で
94
年
目
を

迎
え
る
制
度
で
す
。
現
在
の
民

生
委
員
法
は
昭
和
23
年
に
で
き

ま
し
た
。

　

全
国
で
は
約
23
万
人
、
三
重

県
で
は
約
４
０
０
０
人
、
伊
勢

市
で
は
約
３
０
０
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、「
児
童
福
祉

法
」
に
基
づ
く
児
童
委
員
も
兼

ね
る
こ
と
か
ら
、正
式
に
は「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
中
に
は
、
児
童
福

祉
問
題
を
専
門
に
担
当
す
る

「
主
任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活

動
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身
上

に
関
す
る
秘
密
を
守
る
「
守
秘

義
務
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
地
域
の
身
近
な
相
談
員

生
活
支
援
課
内
・
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
連
合
会
（
☎
㉑
５
５
５
７
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

生活上のさまざまな相談に乗ってくれます
（子育ての悩み、親の介護についての相談…）

市役所へ相談に行くときにパイプ役になってくれます
（どの担当に話をするか、一人では分からないときの相談…）

関係機関との連絡窓口になったりサポートしてくれます
（介護保険のサービスが急に受けられなくなった！助けてほしい…）

それとなく気を配ってくれます
（一人暮らし高齢者の見守り、子育て支援活動…）

問題が大きくなる前に支援する

ことで、解決しやすくなります。

専門家と連携しながら、地域

の福祉力で対処します。
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高
齢
者
虐
待
は
、
虐
待
を
し

て
い
る
人
に
自
覚
が
あ
る
ケ
ー

ス
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
高
齢
者
の
た
め
」
と
思
っ

て
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
介
護

の
適
切
な
方
法
や
、
認
知
症
へ

の
対
応
が
分
か
ら
ず
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
虐
待
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。

　

不
適
切
な
対
応
に
な
っ
て
い

な
い
か
ど
う
か
を
振
り
返
り
、

悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、
一
人
で

介
護
を
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

無
意
識
の
虐
待

□

□

□

□

□

□

話を聞かないので、無視したり、逆にののしったりして
しまう

良いことと悪いことを分かってもらうため、たたくなど
してしまう

認知症により徘
はい

徊
かい

するので、部屋に閉じ込めている

認知症や寝たきりであることを人に知られたくないの
で、外出させなかったり、訪ねて来る人があっても会わ
せないようにしている

年金や預金通帳などを管理し、本人に無断で使っている

人前で排せつなどの世話をしたり、しばらく裸のままに
しておくことがある

気付きや見守りで
高齢者虐待を防ごう

　

近
年
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
平
成

22
年
度
、
伊
勢
市
で
は
家
庭
で

15
件
の
高
齢
者
虐
待
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

虐
待
は
、
特
別
な
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
の
負
担
と

大
き
く
関
係
し
て
い
て
、
誰
で

も
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
認
知
症
の
人
の

世
話
を
し
て
い
て
、
介
護
の
負

担
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い

る
」「
介
護
者
も
病
気
や
障
が
い

が
あ
る
」、
ま
た
「
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
に
つ
い
て
決
し
て
無
関

心
に
な
ら
ず
、
高
齢
者
や
高
齢

者
を
介
護
す
る
家
庭
を
孤
立
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

思い当たることはありませんか？

長寿課（☎㉑5583）
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地
域
で
「
見
守
り
」
を

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

の
う
ち
、
認
知
症
の
症
状
が
あ

る
人
は
約
60
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
虐
待
の
起
こ
ら
な
い
安
心

し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
地

域
に
多
く
の
理
解
者
が
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し

て
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
「
声
掛
け
」
を

　

高
齢
者
虐
待
は
、
あ
い
さ
つ

な
ど
普
段
か
ら
の
「
声
掛
け
」

を
通
じ
て
の
小
さ
な「
気
付
き
」

に
よ
っ
て
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
を
抱
え
る
家
庭

へ
の
温
か
い
「
声
掛
け
」
も
、

地
域
で
高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
、

高
齢
者
の
人
権
や
健
康
を
守
る

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
ま

ず
は
近
所
の
人
へ
の
「
あ
い
さ

つ
」か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

虐
待
に
気
付
い
た
ら
…

　

高
齢
者
虐
待
は
、
早
期
に
発

見
し
対
応
す
る
こ
と
で
、
虐
待

を
防
い
だ
り
、
状
況
を
改
善
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
虐
待
か
な
？
」「
自
分
か
ら

は
声
を
掛
け
に
く
い
」「
こ
の
ま

ま
だ
と
心
配
」
と
思
っ
た
ら
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
近

く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
通
報
し
て
い
た
だ
い
た
人

の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

怒鳴り声や悲鳴、大きな物音が聞こえる

体に不自然なあざや傷があり、理由がはっきりしない

家の周囲にごみが放置されたり、異臭がする

家族がいるのに、高齢者が一人分の食べ物を頻繁に買っている

「年金を取られた」「通帳を取られた」などの訴えがある

高齢者の服が汚れていたり、お風呂に入った様子がない

気候が悪いのに、高齢者が長時間外にいる姿がしばしば見られる

介護者が「疲れている」「眠れない」「体調が悪い」などと訴えている

近所付き合いがなく、近所の人や福祉関係者の訪問を嫌がる

このような点に気付いたら、ご連絡ください。

地域包括支援センター　　☎㉑5583
東地域包括支援センター　☎441165
西地域包括支援センター　☎⑳5055
南地域包括支援センター　☎㉑0080
二見総合支所生活福祉課　☎421113
小俣総合支所生活福祉課　☎㉒7862
御薗総合支所生活福祉課　☎㉒0261

高齢者虐待の相談窓口
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市
内
で
対
応
し
た
児
童
虐
待

相
談
は
、平
成
21
年
度
は
29
件
、

平
成
22
年
度
は
42
件
に
上
り
、

約
1.5
倍
に
増
え
ま
し
た
。

　

対
応
件
数
の
増
加
は
、
虐
待

行
為
そ
の
も
の
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
と
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
ろ
う
と
す
る
社
会
の
関
心

が
高
ま
っ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
核
家
族

や
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
た
家

庭
が
多
く
、
子
育
て
の
負
担
が

◇身体的虐待
　・・殴る、蹴る、激しく揺さぶるなどの暴力をふるう

　・・意図的に子どもを病気にさせる

◇心理的虐待
　・・言葉による脅かし、子どもを無視する

　・・他のきょうだいと著しく差別する

◇ネグレクト（育児放棄）
　・・食事を与えない、病気になっても受診させない

　・・身体や環境をひどく不潔なままにする

◇性的虐待
　・・子どもへの性交、性的ないたずらをする

　・・ポルノグラフィーの被写体にする

　

「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の

違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も

の
発
達
や
理
解
度
に
配
慮
し
な

が
ら
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や

社
会
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、「
伊
勢
市
子
ど

も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
、児
童
相
談
所
、警
察
署
、

小
・
中
学
校
な
ど
、
子
ど
も
に

関
わ
り
の
あ
る
機
関
が
参
加
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
が
あ
る
と
き
や
、
子
ど
も
の

発
達
が
心
配
と
感
じ
た
と
き
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
伊
勢
市
子
ど

も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①「虐待かも…」と感じたら迷わず通告（連絡）
②親の立場より子どもの立場
③虐待はどこの家庭でも起こりうる問題

子育てに関する相談・虐待の通告はこちらへ

※夜間・休日で緊急性があるときは
　三重県児童相談センター　☎津059-231-5901
　伊勢警察署　　　　　　  ☎⑳0110

保
護
者
に
集
中
し
、
相
談
相
手

も
な
い
ま
ま
育
児
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
し
ま
い
、
虐
待
に
つ
な

が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

を
身
に
付
け
る
よ
う
働
き
掛
け

る
こ
と
で
す
。
暴
力
な
ど
で
従

わ
せ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

親
が
し
つ
け
と
考
え
て
い
た
と

し
て
も
、
親
の
考
え
に
関
係
な

く
、
そ
の
行
為
が
、
子
ど
も
の

心
身
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成

長
や
発
達
を
損
な
う
場
合
は

「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

　

虐
待（
疑
い
を
含
む
）を
受
け

て
い
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
児
童
相
談
所
や
市
な
ど

へ
通
告（
連
絡
）し
て
く
だ
さ
い
。

こども課内・こども家庭相談センター（☎㉑5716）

つながるみんなで
子どもを守ろう！

増
え
る
子
ど
も
の
虐
待

し
つ
け
と
虐
待
は
異
な
り
ま
す

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

子どもへの虐待は、
大きく次の４つに分類されます。

伊勢市子ども家庭支援ネットワーク　☎㉑5709
南勢志摩児童相談所　☎㉗5143

子どもを虐待から守るための

３つのポイント

11月は児童虐待防止推進月間です
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11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

　

平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
て
の
家
庭
で
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
！

　平成22年９月～平成23
年５月に消防庁に寄せられ
た住宅用火災警報器の奏
功事例（情報）の出火原因
別件数は、こんろ・電気機
器などとなっています。

こんろ
110件

電気機器
13件

たばこ
6件

その他
14件

不明・調査中
13件

＜事例＞
　Ａさんは、仕事から帰宅した後、

夕食の支度を済ませ、ガスこんろの

火をいったん消して晩酌をしました。

　しばらくして食事を取るため、再度

温め直そうとガスこんろに火を付けま

したが、そのまま台所の隣の寝室で

眠ってしまいました。

　眠っている時、寝室と台所に設置し

てあった警報器が作動したため、警

報音で目が覚め、鍋が燃えているの

を発見し、近くの水道水を掛けて消し

止めました。（伊勢市消防本部管内）

住宅用火災警報器が作動し、
火災発生または拡大に至らなかった
事例を紹介します。

　

こ
れ
か
ら
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。

　

尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

一
人
一
人
が
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

全
国
一
斉  

秋
の
火
災
予
防
運
動消

防
本
部
予
防
課

（
☎
㉕
１
２
６
８
）

住宅用火災警報器は、
住宅火災からあなたを守ります

　

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、毎
年
、伊
勢
市
・

玉
城
町
・
度
会
町
の
小
・
中
学
生
か
ら
防

火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
学
校
29
校
・
中
学
校
12
校
か
ら
、
１
３
０
０
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
に
12
人
、
優
秀
に
63
人
・

秀
作
に
72
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

と　き　11月９日㈬～15日㈫
ところ　イオンララパークショッピン
グセンター・２階特設会場

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
空
き
地
の
所
有
者
・
管

理
者
・
占
有
者
は
、
空
き
地
内
の
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
る
恐
れ
の

あ
る
物
の
除
去
や
、
そ
の
他
の
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
所
有
者
・
管
理
者
・
占
有
者
は
、
放
火
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
空
き
家
へ
の
侵
入
防
止
、
周
囲
の
燃
焼
の

恐
れ
の
あ
る
物
の
除
去
や
、
そ
の
他
の
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。（
伊
勢
市
火
災
予
防
条
例
第
24
条
）

空
き
地
・
空
き
家
の
防
火
対
策
の
お
願
い

防火ポスター入賞作品展示

防火ポスター最優秀賞受賞者（敬称略）
氏名 学校名

小
学
生

1 年 熊谷　和子 宮山小
2年 澤村　夏実 中島小
3年 三木　快斗 浜郷小

4年
鈴井　麻央 明野小
西村　一真 度会小

5年
筒井　藍由 神社小
太田　七瀬 小俣小

6年
中村　響 厚生小
喜早　佑輔 田丸小

中
学
生

1 年 西井　彩乃 厚生中
2年 中村　有志 豊浜中
3年 橋本紗弥子 倉田山中
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知ること、語り継ぐことの
　　　　　　　　大切さを知った夏

～平成23年度広島平和記念式典参加中学生24人の「思い」～
学校教育課（☎㉒7881）

　８月６日に開かれた「第 66 回広島平和
記念式典」に、伊勢市から市長と市内 12
校の中学生代表 24 人が参加しました。非
核平和宣言都市「伊勢市」に新たな歴史

が刻まれました。

　参加した中学生それぞれの思いを掲載

します。（生徒の表記・表現を尊重してい

ます）
※全文は、伊勢市のホームページに掲載してい
ます。

橋本　紘平（港中）
　今回、私が一番心に残っているの
は語り部さんが、「戦争の時代に生ま
れなかったあなたたちはとても幸せ
ですよ。」とおっしゃった言葉です。
私たちはとても恵まれていることに
気付かされました。忘れがちですが、
普通に生活できることは幸せだとい
うことを心に留めて、私は生きてい
きたいです。

下地　悠大朗（厚生中）
　語り部の人は「人間の心の中に愛
という花を咲かせてほしい、人に感
謝してほしい」とおっしゃっていま
した。僕は自分も含め今を生きる人
たちが感謝する心、人にやさしくで
きる心があれば二度と戦争は起こら
ないと思いました。同時にこの話を
一人でも多くの人に伝えなくてはな
らないと思いました。

森本　瑞樹（倉田山中）
　広島で起こった事を伝える語り部
の方々の高齢化が進み、体験を伝え
られなくなるかもしれないので、今
後はその話を聞いた私達が伝えてい
かなければいけないと思いました。
　また、核兵器は体だけでなく心も
傷めていくということもわかりまし
た。これからもみんなと一緒に平和
について考えていきたいです。

上野　佳穂（港中）
　今回参加させてもらって、私たちは
原爆の話をしているけど、その話を教
えていただける人も少なくなっている
ということを知りました。
　そして、私たちが今できるのはこの
感想をそのまま伝えることです。それ
がみなさんの心に少しでも響けばいい
なと思います。本当にいい体験をさせ
てもらいました。

北村　優奈（宮川中）
　私は広島平和公園の原爆の子の像
に宮川中学校全員が心を込めて折っ
た千羽鶴を、平和を祈りながら献納
しました。広島平和記念式典に参加
させていただいて、戦争に対しての
私自身の考えも変わってきたように
思います。広島で学んだことを、今
後の学校生活などにも活かしていけ
たら素晴らしいと思います。

林　わかな（倉田山中）
　平和記念式典の「平和への誓い」
の中で、小学６年生が話してくれま
した。「私たちは人間を信じています。
人間は相手を思いやり支えあうこと
ができます。人間は互いに理解し合
い、平和の大切さを伝え合うことが
できます。」信じることは大切なこと
で、人は思いやり支えあうことがで
きます。今からでも私は母を思いや
り支えていきたいと思いました。

松山　祐奈（厚生中）
　広島市長は式典で「原爆は二度と
ごめんだ。こんな思いを誰一人とし
てさせてはならない」と宣言されま
した。その思いを日本だけじゃなく
世界の人々と共感しあいたいです。
また、語り部の方の「勉学に励み、
努力の花・親孝行の花や悲しみ・喜
びの花をたくさん咲かせてほしい。」
という言葉をいつまでも忘れず、こ
れからも平和を願っていきたいです。

阪口　純（宮川中）
　広島平和式典の雰囲気は空気が重
く、改めて自分は今すごい場所に居
るんだなぁと実感しました。式典の
最後の「ひろしま平和の歌」の合唱
では日本中の平和を願っている人た
ちの思いを歌っているようにも聞こ
えました。
　今回の広島での体験を、学校など
で多くの人に話すことができるとい
いなと思いました。

奥野　貴（豊浜中）
　原爆の子の像の所や、広島平和記念
資料館などに行くと、千羽鶴や戦争に
まつわる展示物がありました。千羽鶴
を見たときは、平和を願う気持ちが一
層強くなり、資料館に行った時は、戦
時中の地獄を見たと思いました。戦争
で亡くなられた方々の無念の死を無駄
にせず、僕たちは平和を願い、戦争の
悲惨さを後世に伝え、永遠に叫び続け
ていきたいです。

（敬称略）
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西川　茜（小俣中）
　今回の広島訪問で、私は原爆や戦
争の恐ろしさ、被爆者の方たちの苦
しみ、悲しみがよくわかりました。
　私たちみたいに戦争を知らない世
代が、原爆で亡くなられた方たちの
命を無駄にしないように、二度と戦
争を起こさないように祈り続けたい
と思います。

中西　沙和（五十鈴中）
　語り部さんの話はとても残酷で、
怖くて、悲しくなりました。手のひ
ら一杯のお米で一日分の食料だった
と聞いたときは、今の私たちの生活
がどんなに幸せで、どんなに有り難
いことなのか知ることができました。
そして日々過ごしている「普通の生
活」に感謝することができました。

竹内　彼野音（北浜中）
　原爆ドームはこの場所だけが戦争
時のまま、時が止まっているようで
した。ガラスのない窓枠や歪んだドー
ム状の鉄骨、むき出しの赤レンガを
見ると悲しさや寂しさ、被害に遭っ
た人々の叫びが身体に伝わってきま
す。ただの壊れた古い建物ではなく、
建物の存在が戦争や原爆の恐ろしさ
を表現し、平和の追求を世界に訴え
かけているように感じました。

中西　真央（御薗中）
　広島平和記念式典では、同じ時間に
同じ場所で平和を願うことに感動しま
した。
　こども代表の平和への誓いでは、「戦
争を始めるのは人間。だったら、戦争
を終わらせることができるのも人間で
す。人間で始めるのだから人間で終わ
らせることもできる。」私はそのこと
を学びました。

林　時生（五十鈴中）
　原爆が投下されて何年かたったあ
る日、語り部の方はある場所でさつ
まいもを見つけ、すごくうれしく何
十年ぶりに腹いっぱい食べたそうで
す。今の僕達は、毎日のように腹いっ
ぱい食べて、たまに食べ物を残すこ
ともあります。それが昔の人々にとっ
てどれだけ失礼なことかが分かり、
今後食事をする時、昔の人たちの気
持ちを考えながら食べたいです。

小倉　萌那（沼木中）
　世界には、核兵器を所有している
国がまだたくさんあります。もう二
度と広島や長崎のようなことが起き
ないためにも、日本は世界各国に呼
びかけていかなければならないと思
います。それに、私たち一人ひとり
がピースメッセンジャーとなり、今
回聞いた被爆者の方のお話や広島訪
問で感じたことを、一人でも多くの
人に伝えていきたいと思いました。

濱口　伊吹（沼木中）
　この２日間を通して、今までより
平和に対しての意識が大きくなりま
した。僕たちは戦争を知らない世代
です。しかし、二度とこのような悲
惨なことを起こさないようにする責
任があると思います。そのための第
一歩として、今回僕たちが見たり聞
いたりして感じた事を、より多くの
人たちに伝えていきたいと思います。

前田　恵輔（二見中）
　今回の訪問で平和と戦争について
真剣に考えようと思ったので、勇気
を出してしっかり資料館を見学して、
戦争の恐ろしさや原爆の怖さを肌で
感じてきました。語り部さんから聞
いた話は怖くて悲しくて心が痛みま
したが、すごく大切な話なので今後
できるだけ多くの人に原爆の恐ろし
さを伝えていきたいです。

柏木　慶史郎（御薗中）
　式典の中で、広島市の松井市長が
言った「人間と核は共存できない」と
いう一言が、とても心に残りました。
この言葉を、忘れてはいけないと思い
ました。
　学習したことを全校生徒に発表した
り、生徒会で平和について話し合うな
ど、小さいことから始めていきたいと
思います。

中村　知佳（二見中）
　平和記念式典に参加して貴重な体
験をしました。そしてたくさんの人
に「平和の尊さ」「命の尊さ」を知っ
てもらいたいと思いました。人の命
を一瞬で奪う核兵器の恐ろしさをた
くさんの人に知ってもらうことが、
世界で唯一の被爆国である「日本」
に生まれた私たちの役目です。一日
でも早く、平和な世界になることを
願います。

杉本　翔汰（城田中）
　原爆より強大で大量の核兵器が世
界各国で所持されている。この様な
現状ではあの悲劇はいつかまた繰り
返されるだろう。だから今回の広島
での平和学習では大切な事を教わっ
た気がする。本当の意味で世界から
戦争を無くすということは、世界中
の全ての核兵器を取り除き、国境や
人種などの壁を越え、すべての人々
が平和な心を共有し合うことだ。

辻　きらり（豊浜中）
　今、他の国々で起こっている紛争
や戦争を、私はただ外国の事だと思っ
て見てきました。しかし、どれだけ
戦争が悲惨な事なのか、今回の広島
平和式典参加を通して、自分なりに
「平和」について考える事ができまし
た。講話の中で、「決して無駄な命な
どはない。戦争は、悲しみと怒りを
生むだけです。」このことを、私は、
声を大にして訴えていきたいです。

西出　翔太郎（小俣中）
　当時のまま建っている「原爆ドーム」
は、かつて広島に起きた惨劇を忘れる
なと語っているようでした。平和とは
人間自らがつくりだすものだと知りま
した。その平和を守っていくのが、僕
たち人間の義務だと思いました。平和
な世界が一日でも早く来るように、で
きることをして一歩ずつ平和に向かっ
て進んでいきたいです。

西山　実紅（城田中）
　平和記念式典に参加して特に思った
ことは、世界中の人たちの「もう二度
と原爆を使ってはいけない」という気
持ちがとても強く大きいということで
した。
　この記念式典に参加させていただ
き、原爆のことをあらためて考え直す
ことができました。城田中学校の仲間
にも、この貴重な経験をしっかりと伝
えたいと思います。

森島　大地（北浜中）
　僕が広島に行って驚いたことは、
想像をはるかに超える悲惨さだった
ということです。たくさんの人が原
爆で命を落とし、たくさんの人が苦
しみました。そして、なにより戦争
に対しておかしいと思ったのが、罪
のない人々、未来のある子どもたち
の命まで奪ってしまったということ
です。



18広報いせ ●平成23年11月１日号

市民交流課（☎㉑5513）

　このシンボルマークは、女性が

腕をクロスさせた姿を描いており、

女性の表情、握り締めたこぶし、

クロスさせた腕により、女性に対

する暴力を断固として拒絶する強

い意志を表しています。

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク

女性に対する
暴力をなくす運動

11月12日～25日

　

国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
で
は
、
毎
年
11
月
12
日
〜
25

日
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施

期
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
・

被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
特
に
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

買
売
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く

上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
本
部
で
は
、
こ
の
運
動
を

一
つ
の
機
会
と
捉
え
、
地
方
公

共
団
体
、
女
性
団
体
、
そ
の
他

の
関
係
団
体
と
の
連
携
・
協
力

の
下
、
意
識
啓
発
な
ど
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
根
底
に
は
、
女
性
の
人
権
の

軽
視
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性

の
人
権
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓

発
や
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
上
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

女性の人権ホットライン

津地方法務局人権擁護課（☎津059-228-4193）

　女性をめぐるさまざまな人権問題について、次の

とおり電話相談を受け付けます。

　☎0570-070-810
　11月14日㈪～20日㈰、　午前８時30分～午後７時
　（土曜日・日曜日は午前10時～午後５時）

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ
ラ
）な

ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
関

心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
人

の
間
で
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
殴
る
・
蹴
る
な
ど

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

と
い
っ
た
身
体
的
暴
力
だ
け
で

は
な
く
、
心
理
的
・
社
会
的
・

経
済
的
・
性
的
暴
力
な
ど
の
行

為
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ク
ハ
ラ
と
は
、
相
手
の
意

に
反
す
る
不
快
な
性
的
言
動
で

す
。
セ
ク
ハ
ラ
を
受
け
た
人
が

不
快
と
感
じ
た
ら
セ
ク
ハ
ラ
に

な
り
ま
す
。下
品
な
話
を
す
る
・

肩
を
触
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
為
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
人
権

侵
害
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律（
Ｄ

Ｖ
防
止
法
）
」「
雇
用
の
分
野
に

お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及

び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律（
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
）
」

な
ど
、
法
的
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
一

人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
そ
う
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ら
職
員
の
派
遣
が
あ
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
い
て
、
講
演
会
場
で

お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
講
演
会
前
日
、

震
災
後
初
め
て
の
飛
行
機
が
飛

び
ま
し
た
。
そ
の
時
、
空
港
復

興
担
当
だ
っ
た
ご
主
人
が
、
泣

い
て
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

普
段
か
ら
会
話
が
多
く
、
苦

楽
を
共
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

宮
城
県
の
割
烹
の
女お

か

み将
で
あ

る
大
沼
さ
ん
。作
家
で
も
あ
り
、

ま
た
、
ラ
ジ
オ
の
Ｄ
Ｊ
や
、
保

護
司
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

成
長
過
程
で
親
や
大
人
た
ち

に
認
め
ら
れ
ず
、
自
分
に
価
値

を
見
出
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
毎
月
、
東
北
の
３
つ
の

少
年
院
に
ラ
ジ
オ
番
組
を
作
成

し
、
届
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
少
年
院
を
出
た
子

ど
も
た
ち
の
お
母
さ
ん
に
な
り

た
い
」
と
、｢

少
年
の
家｣

を

作
り
、
運
営
も
し
て
い
ま
す
。

市民交流課（☎㉑5513）

めざそや！共同参画

　今回は、「人権教育をすすめる市民の集い」から講師の大沼えり子さんの
魅力について、また、テレビドラマ「華和家の四姉妹」からお母さんの一言、
そして8・17パートナーの日啓発講演会から参加者の声を紹介します。

⑦

か

み

大
沼
え
り
子
と
い
う
人

近
に
な
っ
た
」「
自
分
の
こ
と
を

例
に
挙
げ
な
が
ら
具
体
的
な
話

を
さ
れ
、よ
く
分
か
っ
た
」「『
横

に
な
っ
て
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
子

ど
も
を
見
て
よ
』
と
言
う
の
と

『
今
、
忙
し
い
か
ら
ち
ょ
っ
と

手
伝
っ
て
よ
』
と
言
う
の
と
、

言
い
方
で
随
分
変
わ
る
な
あ
」。

　

そ
こ
で
一
句
、

「
思
い
や
り
と　

会
話
が
基
本

　

男
女
共
同
参
画
」̶

̶

字
余

り
。

パ
ワ
フ
ル
な
大
沼
さ
ん

ご
主
人
と
の
関
係
は
？

　

大
沼
さ
ん
は
、「
役
割
分
担
」

を
意
識
さ
せ
る
言
葉
に
も
か
か

わ
ら
ず
、お
お
ら
か
に
「
主
人
」

を
連
発
！

　

ご
主
人
は
、
震
災
直
後
、
市

役
所
の
支
援
対
策
担
当
で
し
た
。

そ
の
ご
主
人
か
ら
、
伊
勢
市
か

　

大
沼
さ
ん
は
、
こ
の
震
災
を

通
し
て
、「
人
は
支
え
合
っ
て

生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

「
少
年
の
家
」
で
は
、
子
ど

も
た
ち
一
人
一
人
と
向
き
合

い
、
支
え
合
っ
て
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

ご
主
人
や
周
り
の
人
と
、
互

い
の
価
値
を
認
め
合
い
、
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
る
大
沼
さ
ん
。

ま
さ
に
男
女
共
同
参
画
を
体
現

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

大
沼
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画

　

講
演
会
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
記
者
の
夫
婦
が
子
育
て
に

奮
闘
す
る
様
子
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
終
了
後
、
参
加
者
に
感
想

を
聞
き
ま
し
た
。

　

「
仕
事
、
家
事
、
育
児
を
両

立
す
る
に
は
、
夫
婦
だ
け
で
な

く
家
族
の
協
力
も
大
切
。
感
謝

し
て
い
ま
す
」「
出
産
、
子
育
て

を
楽
し
ん
で
い
る
講
師
の
パ
ワ

ー
で
元
気
に
な
っ
た
」「
以
前
よ

り
男
女
共
同
参
画
の
言
葉
が
身

パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
啓
発
講
演
会
か
ら

　

華
和
家
の
長
女
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
何
で

も
努
力
し
て
一
等
賞
。

今
は
仕
事
第
一
で
す
。

　

あ
る
日
、
子
育
て
中

の
部
下
を
見
て
、
何
だ

か
負
け
た
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
恋

人
に
結
婚
し
よ
う
と
言

っ
た
と
こ
ろ
、
別
れ
を

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
女
は
、
３
人
の
子

を
連
れ
て
、出
戻
り
中
。

重
い
気
分
で
帰
宅
し
た

長
女
が
次
女
に
、「
結

婚
し
て
子
ど
も
を
産
む

の
が
そ
ん
な
に
偉
い
の
？
」
と

か
み
つ
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
母
さ
ん
が
、「
結

婚
や
出
産
だ
け
が
女
の
幸
せ
と

は
思
わ
な
い
わ
。
そ
も
そ
も
全

て
の
女
に
と
っ
て
の
幸
せ
な
ど
、

こ
の
世
に
無
い
の
よ
。
あ
る
の

は
一
人
一
人
全
然
違
う
、
私
だ

け
の
幸
せ
。
ど
っ
ち
が
優
れ
て

い
る
か
で
は
な
く
、
何
が
そ
の

人
に
と
っ
て
幸
せ
か
と
い
う
こ

と
よ
」
と
諭
し
ま
し
た
。

　

男
女
を
問
わ
ず
、
人
と
比
べ

な
い
自
分
の
幸
せ
を
見
つ
け
た

い
で
す
ね
。

華
はな

和
わ

家の「人と比べない幸せ」声

人
は
、支
え
合
っ
て

　
　
　
　

生
き
て
い
る
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ケ
ー
ス（
模
範
事
例
）を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
、「
も
ら
と
」
と

い
う
名
前
、
ユ
ニ
ー
ク
で
し
ょ

う
？

　

時
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
江
戸

時
代
、
伊
勢
神
宮
の
舞
姫
を
目

指
す
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
し

た
女
性
を
「
母も

良ら

」
と
呼
び
ま

し
た
。
母
の
よ
う
な
温
か
さ
が

ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
よ
う
に
と
、「
も
ら
」
の
後

ろ
に
「
と
」
を
付
け
、「
も
ら
と
」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　

人
も
犬
も
同
じ
動
物
。
心
を

合
わ
せ
て
活
動
を
広
め
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
の
輪
が
広
が
り
ま
す

よ
う
に
。

　

人
と
犬
と
の
関
係
は
、
有
史

以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
人

と
つ
な
が
り
の
深
い
「
犬
」
を

通
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会

を
築
い
て
い
き
た
い
―
―
そ
ん

な
思
い
を
持
つ
仲
間
が
集
ま

り
、
平
成
19
年
４
月
よ
り
動
物

介
在
療
法（
Ａ
Ａ
Ｔ
）を
始
め
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
会
社
員
や
主

婦
、
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー（
犬

の
訓
練
士
）、
看
護
師
な
ど
さ

ま
ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
生
か
し
な
が
ら
、
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、公
立
病
院
を
訪
れ
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
ん
で
入
所
者
の
症

状
改
善
を
目
指
す
Ａ
Ａ
Ｔ
や
、

講
演
会
、
病
院
と
の
共
同
研
究

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
取
り
入
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ

ー（
動
物
介
在
療
法
）の
モ
デ
ル

る
人
の
た
め
に
、
民
間
に
し
か

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

の
で
す
。

　

こ
の
多
様
性
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し

さ
で
あ
り
、
活
動
に
賛
否
両
論

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

い
ろ
ん
な
価
値
観
を
認
め
る
こ

と
が
、
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ベ
ル
で
地
道
に
確
実
に
実
施
し

て
い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で

被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
若
者
た
ち
が
現
れ
た
り
、

放
置
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
を
保
護
す

る
団
体
が
現
れ
た
り
、
原
発
に

つ
い
て
考
え
る
団
体
が
各
地
で

生
ま
れ
た
り
、
被
災
地
の
物
産

展
を
開
く
団
体
が
現
れ
た
り
、

被
災
地
に
投
資
を
促
す
経
済
活

動
の
支
援
を
行
う
団
体
が
現
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い

た
り
、
不
安
が
っ
て
い
た
り
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し
さ
っ
て
何
で
し

ょ
う
？

　

す
ご
く
基
本
的
な
こ
と
で
す

が
、
災
害
支
援
の
こ
と
を
例
に

し
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
の

災
害
支
援
で
は
、
行
政
や
自
衛

隊
、
消
防
関
係
な
ど
、
公
的
な

支
援
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
公
的
機
関
の

手
が
届
か
な
い
支
援
を
民
間
レ

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.36

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
23
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
５
４
２
万
９
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
22
年
度
〕

６
万
１
４
６
２
人

パルティ４コマ劇場
　

食
欲
の
秋
!!

　

健
康
診
断

　

メ
タ
ボ
測
定

　

息
を
吸
っ
て
〜

　

ハ
イ
！

　

息
を
吐
い
て
〜

　

超
メ
タ
ボ
で
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
も
ら
と

理
事
長　

井
戸
坂
成
美
（
☎
36
７
６
３
８
）

動物介在活動の様子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ら
し
さ
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市内で出されたごみの量 （トン）

21年度 22年度 前年度比

紙・布類 3,799 3,418 -10.0%

プラスチック製容器包装 975 988 +1.3%

資源びん 1,039 1,064 +2.4%

ガラス・くずびん類 139 146 +5.0%

陶磁器類 210 256 +21.9%

ペットボトル 327 324 -0.9%

乾電池 56 49 -12.5%

蛍光管 41 31 -24.4%

缶・金属類 1,389 1,166 -16.1%

粗大ごみ 1,618 1,459 -9.8%

燃えるごみ 44,015 42,426 -3.6%

てんぷら油 22 27 +22.7%

投棄場搬入物
（コンクリート・瓦など）

955 933 -2.3%

合計 54,585 52,287 -4.2%

紙・布類 古紙問屋 製紙工場・
繊維工場など

清掃工場

圧縮梱包

投棄場

一時保管

選別

一時保管

一時保管

一時保管

破砕

焼却

破砕・
分別

プラスチック製容器包装

資源びん

ガラス・ くずびん類
陶磁器類

ペットボトル

乾電池

蛍光管

鉄・アルミニウム

破砕不燃残渣
ざん さ

破砕困難物

燃えるごみ

焼却灰

缶・金属類

粗大ごみ

燃えるごみ

てんぷら油

ウエス・古着（再利用）

プラスチック製品の原材料

びん（再利用）・土木資材

コンクリート製品・土木資材など

繊維製品・卵パックの原材料

亜鉛・鉄（工業用原材料）

水銀（蛍光管などの原材料）・その他の製品
（断熱材など）

再生紙・トイレットペーパー
段ボール原紙など

鉄・アルミニウム（工業用原材料）

各種工業用原料

溶融スラグなどの道路舗装用資材

バイオディーゼル燃料

公衆浴場たきつけ燃料

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

再商品化工場

燃料再資源化施設

公衆浴場

埋立地

再生砕石など再商品化工場
コンクリート・瓦・
れんが  など

集められたごみは
どうなるの？

　燃えるごみや、皆さんに分別して出していただいた資源物は、

下図のように適正に処理されています。

　資源物はさまざまな用途にリサイクルされ、また、燃えるご

みを焼却した後に残った灰も、リサイクルして土木用資材とし

て使われます。

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

平
成
22
年
度
の
ご
み
の
量

　

平
成
22
年
度
中
に
市
内
で
出

さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
燃
え
る

ご
み
、
資
源
物
な
ど
を
全
て
含

め
る
と
５
万
２
２
８
７
ト
ン
と

な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
4.2
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
の
量
が
減
る
と
、
処
理

に
要
す
る
費
用
も
少
な
く
て
済

み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
理
解
と

心
遣
い
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
量

は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
お
手

持
ち
の
債
務
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
多
重
債
務
に
関
す
る
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・・
月
々
の
債
務
の
返
済
が
滞
っ

て
い
る

・・
返
済
の
た
め
に
新
た
な
借
り

入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・・
債
務
の
返
済
を
す
る
と
生
活

が
非
常
に
苦
し
い

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
、
多

重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
従
っ
て
、
司
法
書
士
な
ど
の

法
律
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

■
利
用
方
法

　

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
を
す
る
と
、
ま
ず
、
債

務
の
内
容
や
返
済
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
多
重
債
務
問
題
改

善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
て
い

る
司
法
書
士
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
相
談
し
た
人
は
、
司

法
書
士
な
ど
の
事
務
所
へ
相
談

に
行
き
、
債
務
の
整
理
方
法
や

返
済
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
法
的
助

言
な
ど
を
受
け
ま
す
。（
初
回

に
限
り
、
30
分
程
度
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
）

※
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
つ

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
注
意
点

※
相
談
し
た
司
法
書
士
な
ど
に

債
務
整
理
な
ど
を
依
頼
す
る
か

❶
多
重
債
務
問
題
改
善

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

　

司
法
書
士
な
ど
の
紹
介

ど
う
か
は
、
皆
さ
ん
自
身
の
判

断
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
司
法
書

士
な
ど
を
紹
介
す
る
の
は
初
回

に
限
り
ま
す
。（
相
談
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
司
法
書
士
な
ど
と

契
約
を
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
別
の
司
法
書
士
な
ど
を

紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）

　

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
前
中

に
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の

多
重
債
務
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」
の

無
料
相
談
の
ペ
ー
ジ（
35
ペ
ー

ジ
参
照
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❷
多
重
債
務
無
料
相
談

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
予
算

額〔
平
成
23
年
度
〕
　
６
６
４
万
１
千

円（
う
ち
県
補
助
金
６
４
５
万
１
千

円
）

伊勢市
消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて

相談員さん！
！

シリーズ消費
生活相談

借
り
入
れ
の
返
済
で

お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？

　

９
月
の
台
風
12
号
の
時
に
は
、

約
１
万
２
千
世
帯
に
避
難
勧
告

ま
た
は
避
難
指
示
を
発
令
し
ま

し
た
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
災

害
に
よ
り
、
人
的
被
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や

地
域
防
災
計
画
な
ど
に
基
づ

き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
勧

告
な
ど
を
発
令
し
ま
す
。
発
令

す
る
種
類
と
内
容
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
な
ど
の

違
い
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
防
災
行

政
無
線
、
広
報
車
、
携
帯
電
話

な
ど
へ
の
防
災
メ
ー
ル
、
防
災

フ
ァ
ク
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

勧
告
・
指
示
が
出
さ
れ
た
ら

避
難
を
し
ま
し
ょ
う

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
避
難
勧
告
」や「
避
難
指
示
」

が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
が
避
難
所
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
避
難

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
自
分
た
ち
が
ど
こ

へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
」「
ど

の
道
を
通
れ
ば
安
全
に
避
難
で

き
る
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
は
、
建
物
の
倒
壊

や
河
川
の
増
水
な
ど
に
よ
り
、

避
難
経
路
が
危
険
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
避
難
経
路
を
考
え
て
お

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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誰
も
が
犯
罪
被
害
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
被
害
者
の
皆

さ
ん
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

心
を
傾
け
、
被
害
者
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

被
害
者
相
談
窓
口

㈳
み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
津
０
５
９
・
２

２
１
・
７
８
３
０
）

受
け
付
け
時
間　

月
曜
日
〜
金

曜
日（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

　

犯
罪
被
害
者
週
間

　

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
大
き

な
不
安
や
恐
怖
を
与
え
る
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
や
、
配
偶
者
な
ど

に
よ
る
暴
力（
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ

〔
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
〕
）
は
、「
犯
罪
行
為
」
で

あ
り
、そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

さ
ら
に
重
大
な
犯
罪
に
発
展
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害

に
遭
っ
た
ら
、一
人
で
悩
ま
ず
、

早
い
段
階
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

・・
伊
勢
警
察
署（
☎
⑳
０
１
１

０
）
ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・

駐
在
所

・・
三
重
県
警
察
本
部
ス
ト
ー
カ

ー
対
策
室（
☎
津
０
５
９
・
２

２
２
・
０
１
１
０〔
内
線
３
０

５
４
〕
）

・・
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
は

早
期
に
相
談
を
！

タ
ー
内
・
三
重
県
女
性
相
談
所

（
☎
津
０
５
９
・
２
３
１
・
５

６
０
０
）

・・
伊
勢
市
こ
ど
も
課
内
・
こ
ど

も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
㉑

５
７
０
９
）

　

夜
間
は
、
運
転
手
に
と
っ
て

歩
行
者
が
見
え
に
く
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
の
存
在

を
知
ら
せ
る
た
め
に
も
、
明
る

い
服
装
を
身
に
着
け
、
さ
ら
に

「
夜
光
反
射
材
」
を
着
用
し
て

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

  

着
用
し
て
い
ま
す
か
？

  

あ
な
た
を
守
る
夜
光
反
射
材

　

車
を
運
転
す
る
人
は
、
ラ
イ

ト
を
上
向
き
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
下
向
き
で
は
見
え
な
い

危
険
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

小
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
切
り
替

え
で
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全〝
見
え
る
・
見
せ
る
〞

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

避難情報の種類
緊急度 種　類 発令時の状況 市民に求める行動

避難準備情報

・・災害時要援護者な
ど、特に避難行動に
時間を要する人が避
難行動を開始しなけ
ればならない段階で、
人的被害が発生する
可能性が高まった状
況

・・避難行動に時間を
要する人は、避難行
動を開始
・・上記以外の人は、
家族などとの連絡、
非常持ち出し品の用
意など、避難準備を
開始

避難勧告
・・人的被害が発生す
る可能性が明らかに
高まった状況

・・通常の避難行動が
できる人は、避難行
動を開始

避難指示

・・前兆現象の発生や
現在の切迫した状況
から、人的被害が発
生する危険性が非常
に高いと判断された
状況
・・人的被害が発生し
た状況

・・避難勧告などの発
令後で避難中の人
は、避難行動を直ち
に完了
・・まだ避難していな
い対象者は、直ちに
避難行動を開始

低

高

防災行政無線整備に伴う
工事のお知らせ

　市では、平成22年度から４年計画で、
合併後の防災行政無線の一元・デジタル

化整備を行っています。これは、合併前

の各市町村が独自に運用していた４つの

防災行政無線を１つに統一するものです。

　平成23年10月11日～平成24年３月９
日の間、屋外スピーカーなどの工事を市

内83カ所で行っています。
　工事中は、車両の通行や工事の音など、

ご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協

力をお願いします。

全体事業費（４年分）約10億円（国からの交付金収入あり）
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結核・肺がん集団検診
とき ところ

11 月
16日㈬

 9:00 ～  9:30 大湊小学校
  9:45 ～ 10:15 神社小学校
10:30 ～ 11:00 ＪＡ伊勢 伊勢中央支店一色
13:00 ～ 13:45 通町公民館前
14:00 ～ 14:30 小木町公民館
14:45 ～ 15:25 船江会館
15:40 ～ 16:10 ＪＡ伊勢 伊勢支店河崎

11月
18日㈮

  9:00 ～ 11:00 二見老人福祉センター
13:00 ～ 13:50 中小俣公民館
14:05 ～ 14:45 南部防災倉庫（第一部）
15:00 ～ 15:30 小俣農村環境改善センター
15:45 ～ 16:15 小俣保健センター

11月
22日㈫

 9:00 ～  9:40 桜木地蔵堂会所
 9:55 ～ 10:25 宇治公民館
10:40 ～ 11:10 四郷地区コミュニティセンター
13:00 ～ 13:50 旧農協倉庫跡（上久保）
14:05 ～ 14:45 宮前保健福祉会館
15:00 ～ 15:30 ＪＡ伊勢 城田支店

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
23
年
度
分
で
す
。

と
き　

12
月
３
日
㈯
・
９
日
㈮
、

午
前
10
時
〜
正
午（
２
日
間
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

初
妊
婦
と
夫

内
容　

１
日
目
…
２
人
で
赤
ち

ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に（
保
健

師
の
お
話
、
沐も

く

浴よ
く

実
習
、
妊
婦

模
擬
体
験
）、
２
日
目
…
こ
れ

か
ら
始
ま
る
子
育
て
に
つ
い
て

（
保
健
師
の
お
話
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
）

定
員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

予
算
額　

約
14
万
２
千
円
（
８
回
分
）

　

結
核
は
、
近
年
で
も
高
齢
者

を
中
心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
結
核
・
肺
が
ん
集
団

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
早
期
に

発
見
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お

り対
象　

70
歳
以
上
の
人

※
１
年
度
に
つ
き
１
人
１
回
ま

で
で
す
。

料
金　

無
料

持
ち
物　

健
康
手
帳（
持
っ
て

い
る
人
）

検
診
車
に
よ
る

結
核
・
肺
が
ん
集
団
検
診

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
直

接
検
診
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
当
日
は
着
脱
し
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
湿
布
な
ど
は
剥
が
し
て

く
だ
さ
い
）

※
検
診
結
果
は
、
受
診
者
全
員

に
約
１
カ
月
後
に
通
知
し
ま
す
。

※
喀か

く

痰た
ん

検
査
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
に
多
い
肺
門
部（
肺
の
入

口
付
近
）
に
で
き
る
肺
が
ん
の

早
期
発
見
に
有
効
で
す
。
次
に

該
当
し
、
痰
が
出
や
す
い
人
は

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・・
喫
煙
指
数（
１
日
に
吸
う
た

ば
こ
の
本
数
×
年
数
）
が
６
０

０
以
上
の
人

・・
６
カ
月
以
内
に
血
痰
が
あ
っ

た
人

予
算
額　

約
１
４
８
万
円

歯
科
医
院　

ふ
く
い
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク（
神
久
３
丁
目
・
☎
㉔

０
１
２
１〔
要
予
約
〕
）

妊
婦
歯
科
健
康
診
査
・

高
齢
者
口
腔
総
合
健
康
診
査

実
施
歯
科
医
院
を
追
加

とき ところ

11 月
24日㈭

 9:00 ～  9:30 北浜地区コミュニティセンター
 9:45 ～ 10:15 有滝町民会館
10:30 ～ 11:00 豊浜地区コミュニティセンター
13:00 ～ 13:40 小俣北部公民館
13:55 ～ 14:35 東新村公民館
14:50 ～ 15:50 湯田公民館

11月
25日㈮

 9:00 ～  9:30 市営庭球場駐車場
 9:45 ～ 10:15 伊勢工業高等学校
10:30 ～ 11:00 伊勢市役所裏駐車場
13:00 ～ 13:30 ハートプラザみその
13:45 ～ 14:15 新高公民館
14:30 ～ 15:00 新開公民館
15:15 ～ 15:55 ＪＲ山田上口駅前

11月
29日㈫

 9:00 ～  9:30 厚生小学校
 9:45 ～ 10:15 福祉健康センター
10:30 ～ 11:00 旧ＪＡ伊勢うぐいす台
13:00 ～ 13:30 上野消防団矢持班倉庫前（ふれあい館）
13:45 ～ 14:15 円座町自治会館
14:35 ～ 15:05 宮本地区コミュニティセンター
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診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日 10:00～17:00
（12:00～13:00を除く） 内科・小児科・歯科

夜間 毎日　19:30 ～ 22:00 内科・小児科
（平日夜間は内科医１人体制）

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1億1,042万4千円（うち他町分担金・診療所収入8,541万円）

内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

■重症の人や左表以外の診察
　救急医療情報センター（☎㉘1199、☎0800-100-1199〔音声自動案内〕）
　医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.lg.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科専門医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル（☎＃8000、☎津059-232-9955）

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

高
血
糖
を
予
防
す
る

料
理

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

11 月 15日㈫ 小俣保健センター 35人
11月 19日㈯ 福祉健康センター 30人
11月 24日㈭ 江コミュニティセンター 20人
11月 25日㈮ ハートプラザみその 30人
11月 30日㈬ 福祉健康センター 30人
※いずれも時間は、午前９時 30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と
き　

①
11
月
25
日
㈮
・
②
12

月
２
日
㈮
、
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
①

生
後
７
カ
月
〜
11
カ
月
・
②
生

後
６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
①
後
期
〜
完

了
期
・
②
初
期
〜
中
期
）
の
お

話
と
試
食

定
員　

各
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

予
算
額　

約
32
万
８
千
円
（
15
回
分
）

　

市
で
は
、
㈳
伊
勢
地
区
医
師

会
と
協
同
し
、「
未
成
年
者
が

た
ば
こ
の
害
を
知
り
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
よ
う
に
」
と
の
願

い
を
込
め
、
市
内
の
中
学
生
を

対
象
に
「
た
ば
こ
に
関
す
る
ポ

ス
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
、
優
秀
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　

11
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮

健
康
の
日
に
お
け
る
啓
発
事
業

た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
よ
う
!!

と
こ
ろ　

市
役
所
本
館
・
１
階

市
民
ホ
ー
ル

内
容　

禁
煙
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ネ

ル
の
展
示

　

市
の
が
ん
検
診
は
、
11
月
30

日
㈬
ま
で
市
内
の
実
施
医
療
機

関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

７
月
１
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
胃
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

は
、
医
療
機
関
へ
の
予
約
が
必

要
で
す
。
な
お
、
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
、
伊
勢
総
合
病
院
・

山
田
赤
十
字
病
院
で
は
、
す
で

に
予
約
が
い
っ
ぱ
い
の
た
め
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

残
り
１
カ
月
！

が
ん
検
診
の
受
診
を

主な相談など 予算額　138万 3千円（子育て相談117回分）、89万7千円〔うち国・県補助金38万6千円〕（成人健康相談48回分）

とき ところ とき ところ
①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

11 月  １日㈫  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター 11月  ２日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター
13:30 ～ 15:00 11 月 10 日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

11月  ４日㈮ 10:00 ～ 11:30
豊浜地区コミュニティセンター 11月 17 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター

13:30 ～ 15:00 北浜地区コミュニティセンター 11月 30 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

11月  ８日㈫  ９:30～ 11:00 中央保健センター ③エイズ検査
13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）
11月 15 日㈫  ９:30～ 11:00 ハートプラザみその

毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00
13:30 ～ 15:00 ④こころの健康相談（要予約）

11 月 18 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター 11月 24 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

11月 22 日㈫  ９:30～ 11:00 小俣保健センター13:30 ～ 15:00
対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人　　問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）
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開館時間　午前9時～午後7時
指定管理委託料　1 億 2,060 万円
入館者数　48 万 7,198 件（平成22年度）

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日
小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日

伊勢図書館

小俣図書館

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時　
　　　　30分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み
　　　　聞かせ

あかちゃんえほんのじかん
と　き　11月24日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読
　　　　み聞かせ、手遊びなど

上映会
と　き　11月 13 日㈰、午後１時
　　　　30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「トムとジェリー アカデ
　　　　ミー・コレクション」
　　　　（日本語吹き替え、アニメ）

 おはなし会
★赤ちゃんおはなし会
11月10日㈭、午前11時～
★たんぽぽおはなし会
11月12日㈯、午後３時～
※場所は、１階・おはなしのへや
です。

 クリスマスツリーを飾ろう
と　き　11月26日㈯、午後２時～
ところ　１階・おはなしのへや
内　容　大きなクリスマスツリー
　　　　にみんなで飾り付けをし
　　　　ます

 図書館おはなし会 &工作
と　き　11月26日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の
　　　　子どもは保護者同伴）
内　容　クリスマスのおはなしを
　　　　読んだ後、クリスマス飾
　　　　りを作る工作をします

 読書週間記念企画
 ～みんなで絵本を作ろう !!
 　　　　　　絵本の挿絵を募集～
　としょかんようせい　いちご
ちゃんとベリーくんシリーズ第４
弾 !! 今回のテーマは「いちごちゃ
んとベリーくんのお誕生会」です。
２人にあげるプレゼントの絵を描
いて持ってきてください。
募集期間　11 月２日㈬～12 月 28
　　　　日㈬
※同館カウンターで画用紙を配布
します。

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
　　　　　9時・11時～
11/1 ～ 30　中学校給食（16日からは手話通訳また
は文字による解説付き）

（　 　　　）デジタル123ch
アナログ10ch

おしらせ番組
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前 0時～
10/29～ 11/4　市からのおしらせ、健康づくり通信、
まちの話題　11/5～ 11　市からのおしらせ、市民活
動ニュース、まちの話題　11/12 ～ 18　市からのお
しらせ、ボランティア団体紹介、まちの話題　11/19
～ 25　市からのおしらせ、健康づくり通信、まちの話
題　11/26～ 12/2　市からのおしらせ、まちかどご
意見板、まちの話題

番組制作・放送予算額〔平成23年度〕　2,389 万 7千円

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎フリーコール 0120・270・089）

放送時間　午前 6時～翌日午前 2時

アイティービー・トピックス
・・月曜日・水曜日・金曜日の午前7時に更新

（　 　　　）デジタル121ch
アナログ8ch

企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
11/5 ～ 11　年寄万歳～百歳になったら～、放課後
クラブ、宮川インフォメーション、歴史街道、わくわ

くデジタルライフ（前半）　11/12 ～ 18　探歩々隊、
プレゼントください！、アニマル・パーク、レディース・

アングラー　11/19 ～ 25　ぐるぐるグルメ、８ミリ
フィルムに残る風景、ひよこくらぶ、伊勢音楽堂、わ

くわくデジタルライフ（後半）　11/26 ～ 12/2　散
歩、トップに聞く、高齢者の健康、美し国の時間、日

本の暮らしのぞき箱

※詳しくは、アイティービーのチャンネルガイド・ホームページ・電子番組表 (EPG) をご覧ください。

施設抽選会（１月～３月分）
と　き　11月４日㈮、午前10時～
　　　　（受け付けは午前９時50
　　　　　分～）
ところ　２階・視聴覚室
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　ウォーキングは、いつでも・誰でも・どこでも、気軽にできる健康法です。市内の名所や公園などを楽しみながら歩
いてみてはいかがでしょうか。検証済みのコースからご紹介します。

健康課（☎㉗2435）

ウォーキングルート情報
距　離：約4.8㎞
時　間：約60分
歩　数：約7,500歩
心拍数：約100拍/分
　　　　（最大心拍数の約50％）
起　伏：倉田山周辺で有り
エネルギー消費量：体重１㎏当たり
　　　　　　　　　約4.5㎉
自覚的運動強度：楽である

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合
エネルギー消費量270㎉

　　 おにぎり約1.6個分が消費
されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

市内のウォーキングコースを紹介③

ROUTE

国 道

23

近鉄宇治山田駅
スタート／ゴール

宇治山田商業高校宇治山田商業高校宇治山田商業高校

伊勢学園高校伊勢学園高校伊勢学園高校

倉田山公園倉田山公園倉田山公園伊勢まなび高校伊勢まなび高校伊勢まなび高校

伊勢高校伊勢高校伊勢高校

皇學館大学・高校・中学皇學館大学・高校・中学皇學館大学・高校・中学徴古館徴古館徴古館

伊勢総合病院伊勢総合病院伊勢総合病院

倭姫宮倭姫宮倭姫宮

伊勢市役所伊勢市役所伊勢市役所

伊勢工業高校伊勢工業高校伊勢工業高校

伊勢警察署伊勢警察署伊勢警察署

伊勢市消防本部伊勢市消防本部伊勢市消防本部

松尾観音寺松尾観音寺松尾観音寺

伊勢郵便局伊勢郵便局伊勢郵便局

伊
勢
市

～ 宇治山田駅発着コース～

○老化防止
　　歩くことで足の筋肉が活発に働き、大脳が刺激され
　ます。刺激されることにより脳細胞が活性化し、老化
　を遅らせ、若さを持続させます。
○肥満防止
　　多くの酸素を体内に取り入れ、効率よく体脂肪を燃
　焼させることができるので、肥満防止だけでなく減量
　にも効果的です。

○ストレス解消
　　歩くことにより自律神経のバランスが整えられます。
　また、屋外を歩き、景色を眺めることで、気分的なリ
　フレッシュ効果も得られます。
○生活習慣病予防
　　血中脂質・血糖値などが改善されます。
○骨粗しょう症対策
　　歩くことにより無理なく骨に刺激が加わり、骨が強
　化されるとともに、骨の老化を防ぐことができます。

ウォーキングの主な健康効果

広
告
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女
性
消
防
団
員
を
募
集

募 

集
参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

対
象　

11
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

人任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

内
容　

下
水
道
施
設
の
整
備
計

画
な
ど
、
下
水
道
事
業
に
関
す

る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
調

査
・
審
議

定
員　

３
人

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
〜
30

日
㈬（
当
日
消
印
有
効
）に
、
応

募
用
紙
・
レ
ポ
ー
ト
を
、
直
接

上
下
水
道
総
務
課（
☎
42
１
５
０
４
）

下
水
道
審
議
会
の

委
員
を
募
集

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
課（
〒
519

－

0696
二

見
町
茶
屋
４
２
０

－

１
、
FAX
42

１
５
４
０
、
ア
ド
レ
スsui-

soum
u@
city.ise.m

ie.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
レ
ポ
ー
ト
は
「
下
水
道
に
関

す
る
思
い
」
に
つ
い
て
、
１
２

０
０
字
程
度（
Ａ
４
用
紙
・
横

書
き
）に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
選
考
結
果
は
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

　

伊
勢
市
消
防
団
で
は
、
消
防

団
本
部
に
所
属
す
る
女
性
消
防

団
員（
消
防
職
員
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
18
歳

以
上（
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
）
の
女
性
で
、
消
防
団
活
動

に
意
欲
の
あ
る
人

入
団
時
期　

平
成
24
年
４
月
１

消
防
本
部
消
防
課（
☎
25
１
２
１
６
）

日（
予
定
）

活
動
内
容　

応
急
手
当
の
指
導
、

予
防
広
報
な
ど

募
集
人
員　

４
人
程
度

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
12

月
15
日
㈭
に
、
履
歴
書
を
直
接

ま
た
は
郵
送
で
同
課（
〒
516

－

0016
神
田
久
志
本
町
１
４
３
６

－

１
）へ

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

（
平
成
24
年
１
月
中
旬
を
予
定
）

　

県
で
は
、
新
事
業
を
考
え
て

い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
や
、

起
業
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

12
月
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
書

類
審
査
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
優
秀
プ
ラ
ン
を
選
定

し
ま
す
。
な
お
、
優
秀
プ
ラ
ン

は
副
賞（
賞
金
な
ど
）が
授
与
さ

れ
、
今
年
度
の
三
重
県
「
オ
ー

ル
三
重
チ
ャ
レ
ン
ジ
助
成
金
」

三
重
県
主
催
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

三
重
県
農
水
商
工
部
商
工
振
興
室

（
☎
津
０
５
９・２
２
４・２
２
２
７
）

の
申
請
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
㈱
三
重
銀
総
研

（
☎
四
日
市
０
５
９
・
３
５
１
・

７
４
１
７
）
ま
た
は
同
室
へ
問

い
合
わ
せ
る
か
、
㈱
三
重
銀
総

研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
. m
ieb
ank.co

.jp
/m
ir/

professional/businessplan.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ン
作
成
講
座（
無
料
）

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
に
先
駆

け
、
プ
ラ
ン
作
成
を
支
援
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
29
日
㈫
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成

の
た
め
の
基
礎
講
座

講
師　

伊
藤
公
昭
さ
ん（
㈱
三

重
銀
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
長
）

定
員　

25
人

　

す
で
に
提
出
い
た
だ
い
た
プ

ラ
ン
の
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

講
座
」
を
１
月
に
、
プ
ラ
ン
提

出
者
と
経
営
者
と
の
交
流
会

（
講
演
会
）を
２
月
に
行
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
・

経
営
者
交
流
会

広
告
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催
し
物

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
７
８
９
３
）

新
成
人
の
つ
ど
い

と
き　
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰
、

午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

市
内
在
住
の
人（
帰
省
中
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
）

※
会
場
が
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

か
ら
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

12
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕 

１
５

０
万
８
千
円

今年の新成人のつどいの様子

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
22
７
８
８
６
）

高こ
う

麗ら
い

広び
ろ

ふ
れ
あ
い

ハ
イ
キ
ン
グ

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
に
し
よ
う
と
、
高
麗

広
公
民
館
運
営
委
員
会
と
の
共

催
で
、
毎
年
恒
例
の
「
高
麗
広

ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
27
日
㈰
、
午
前
９

時
〜
午
後
１
時
30
分

集
合
場
所　

内
宮
宇
治
橋
前
駐

車
場

内
容　

内
宮
前
〜
高
麗
広
公
民

館（
片
道
約
８
㎞
）の
ハ
イ
キ
ン

グ（
公
民
館
で
昼
食
後
、
現
地

解
散
）

定
員　

２
０
０
人

参
加
費　

50
円（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
タ

オ
ル
・
敷
物
・
雨
具

申
し
込
み　

11
月
14
日
㈪（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号（
１
枚
で
複
数
申
し
込
み
可

能
）
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ
課
内
「
高
麗
広
ふ
れ

あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」
係（
〒
519

－

0592
小
俣
町
元
町
５
４
０
）へ

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、

保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博

物
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局

（
☎
22
７
８
８
５
）

古
文
書
等
歴
史
資
料

取
り
扱
い
講
座

と
き　

11
月
19
日
㈯
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

い
せ
ト
ピ
ア
・
２
階
学
習
室
３

対
象　

古
文
書
や
掛
け
軸
な
ど

の
資
料
を
所
有
し
て
い
る
人
、

そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
や
保
管
に

興
味
の
あ
る
人

内
容　

歴
史
資
料
の
取
い
扱
い

の
基
本
、
保
存
・
保
管
の
留
意

点
、
取
い
扱
い
の
実
践
な
ど
に

つ
い
て
の
講
座

講
師　

小
林
秀
さ
ん（
三
重
県

史
編
さ
ん
室
）

定
員　

40
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

11
月
18
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
で
同
事
務
局
へ

三
重
県
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事

務
所
農
業
振
興
課（
☎
27
５
１
６
８
）

冬
野
菜
の
収
穫
体
験
と

「
き
ん
こ
」
作
り

農
村
体
験

と
き　

12
月
３
日
㈯
、
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

大
紀
町
日
本
一
の
ふ

る
さ
と
村（
大
紀
町
金か

な

輪わ

）

内
容　

き
ん
こ（
干
し
芋
）
作

り
、
冬
野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど

※
昼
食
時
に
は
、
か
ま
ど
炊
き

ご
飯
と
野
菜
た
っ
ぷ
り
豚
汁
が

用
意
さ
れ
ま
す
。

定
員　

20
人（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

大
人
１
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
０
０
円

申
し
込
み　

11
月
21
日
㈪
ま
で

に
同
課
へ

広
告
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市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

「
地
域
主
体
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
」
講
演
会

　

市
で
は
「
ふ
る
さ
と
未
来
づ

く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
各
自

治
体
の
進
め
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
携
わ
る
山
崎
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

「
地
域
の
絆
を
再
構
築
し
、

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
の
か
」
な
ど
に
つ
い

て
、
先
進
事
例
を
紹
介
い
た
だ

き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
㈯
、
午
後
７

時
〜
８
時
30
分（
開
場
は
午
後

６
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

講
演
「
地
域
主
体
の
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
〜
小
学
校
区

単
位
の
活
動
の
発
展
に
向
け
て

〜
」
山
崎
丈
夫
さ
ん（
愛
知
学

泉
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学

部
特
命
教
授
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

政
策
学
会
理
事
）

開
催
経
費 

約
８
万
円

㈳
伊
勢
市
観
光
協
会
内
・
伊
勢
楽
市
実

行
委
員
会
事
務
局（
☎
28
３
７
０
５
）

伊
勢
楽
市

　

伊
勢
志
摩
地
域
の
地
場
産
品

が
一
堂
に
集
ま
り
、
１
０
０
ブ

ー
ス
以
上
の
出
店
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

と
き　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
荒
天

の
場
合
は
中
止
）

と
こ
ろ　

外
宮
前
バ
ス
停
周
辺

三
重
県
伊
勢
県
民
セ
ン
タ
ー
内
・

「
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
」
実
行
委

員
会
事
務
局（
☎
27
５
１
１
８
）

美
し
国
お
こ
し
・
三
重

事
業
説
明
会

　

県
は
、
自
立
・
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域

を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
す
る
団

体
な
ど
に
対
し
、
専
門
家
の
派

遣
、
広
報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
す

る
取
り
組
み
「
美
し
国
お
こ
し･

三
重
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
人
な
ど
を
対

伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会

（
☎
25
５
１
５
１
）

課
税
課（
☎
21
５
５
３
０
）

税
金
展

と
き　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）

内
容　

無
料
税
務
相
談
、
小
・

中
学
生
に
よ
る
税
に
関
す
る
習

字
・
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品

展
示
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示
と
表

彰
式
、
パ
ネ
ル
展
示
、
税
金
ク

イ
ズ（
回
答
者
に
は
粗
品
を
進

呈〔
限
定
数
〕
）な
ど

象
に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日
㈮
、
午
後
７

時
〜

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
教
養
娯
楽
室

内
容　
「
美
し
国
お
こ
し
・
三

重
」
の
取
り
組
み
説
明
、
意
見

交
換

申
し
込
み　

電
話
で
市
行
政
経

営
課（
☎
㉑
５
５
１
０
）へ

◆今一色コース
　と　　き　11月６日㈰、午前９時～
　集合場所　二見生涯学習センター
◆宮川堤コース
　と　　き　12月４日㈰、午前９時～
　集合場所　御薗総合支所
※参加費は、１人１回10円（当日徴収）です。
※事前申し込みは不要です。

広
告

22
伊勢市民ふれあいウォーキング
（11月・12月分）生涯学習・スポーツ課（☎　7891）
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対
象　

平
成
21
年
３
月
31
日
以

降
に
離
職
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
失
業
等
給
付
を
受

け
て
い
る
人

・・
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
者
）

・・
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職

者（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
者
）

軽
減
内
容　

保
険
料
は
前
年
中

の
所
得
を
基
に
算
定
し
ま
す
が
、

こ
の
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

を
30
／
100
と
み
な
し
て
算
定
し

た
国
民
健
康
保
険
料
に
軽
減

軽
減
期
間　

離
職
日
の
翌
日
〜

翌
年
度
末（
右
下
表
参
照
）

申
請　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
・
印
鑑
・
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
し
、
医
療
保

険
課
へ

浜
郷
支
所
内
・
浜
郷
学
区
同
和
教
育

推
進
連
絡
協
議
会（
☎
22
４
８
８
０
）

人
権
・
平
和
・
環
境
展

と
き　

11
月
５
日
㈯
、
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

浜
郷
小
学
校
・
２
階

内
容　

人
権
・
平
和
・
環
境
・

防
災
に
関
す
る
資
料
や
写
真
の

展
示
、
人
権
標
語
の
募
集（
参

加
賞
あ
り
）、
地
震
体
験
車（
午

後
の
み
）お

知
ら
せ

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
４
）

特
定
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
た
か
？

　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の

人
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
の
早
期
発
見
・
改
善

と
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
に
は
、

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
診
の
対
象
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
す
で
に
受
診
券

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

受
診
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

国
民
健
康
保
険
料
の

軽
減
措
置

医
療
保
険
課（
☎
21
５
５
５
１
）

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
り
離
職
し
た
人
へ

国民健康保険料の軽減期間
離職日 軽減対象年度

平成 21年 3月 31日
　～平成 22年 3月 30日 平成 22年度

平成 22年 3月 31日
　～平成 23年 3月 30日 平成 22～ 23年度

平成 23年 3月 31日
　～平成 24年 3月 30日 平成 23～ 24年度

災
害
用
井
戸
の
登
録

　

災
害
時
の
生
活
用
水
を
確
保

す
る
た
め
、
災
害
時
に
「
災
害

用
井
戸
」
と
し
て
開
放
し
て
い

た
だ
け
る
井
戸
が
あ
る
場
合
は
、

申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
井
戸

・・
市
内
に
所
在
し
、
現
在
使
用

し
て
い
る

・・
管
理
者
が
い
る

・・
管
理
者
や
所
在
地
な
ど
の
必

要
な
事
項
を
公
表
で
き
る

申
し
出
方
法　

11
月
４
日
㈮
〜

25
日
㈮
に
、
電
話
で
同
課
へ

※
申
し
出
が
あ
っ
た
井
戸
に
つ

危
機
管
理
課（
☎
21
５
５
２
３
）

い
て
は
、
水
質
検
査
・
設
置
状

況
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
災
害

用
井
戸
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　「広報いせ」10月１日号・８～９ページに
掲載しました「東日本大震災義援金」の記
事について、次のとおり金額に誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正します。
■株式会社森伸
　誤 199,193円　正 200,223円
■雑貨&マルシェ
　誤 3,950円　正 3,590円

生活支援課（☎㉑5557）お詫びと訂正

広
告

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕 

28
万

６
千
円
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用
地
課（
☎
21
５
５
６
２
）

伊
勢
市
土
地
開
発
公
社

（
☎
21
５
６
３
９
）

市
有
地
・
公
社
保
有
地
を

売
却

　

市
や
土
地
開
発
公
社
が
所
有

す
る
下
表
の
土
地
を
、
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
参
加
条
件　

個
人
ま
た
は

法
人
で
、
一
定
の
参
加
資
格
を

満
た
す
人（
入
札
保
証
金
が
必

要
）

申
し
込
み　

11
月
21
日
㈪
〜
28

日
㈪
に
、
申
込
書
と
添
付
書
類

を
直
接
用
地
課
へ（
郵
送
・
電

話
な
ど
は
不
可
）

入
札
日　

12
月
１
日
㈭

※
落
札
さ
れ
な
か
っ
た
物
件

は
、
入
札
日
の
翌
日
か
ら
先
着

順
で
売
却
し
ま
す
。

※
入
札
案
内
書
は
、
同
課
・
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
今
回
の
物
件
の
他
に
、
今
後

売
却
を
予
定
し
て
い
る
物
件
に

つ
い
て
は
、
現
地
に
案
内
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、同
課
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

市有地・公社保有地の売却
物件番号 所在地 地目 面積 最低売却価格 備考

2304 中須町字西ノ側
503番 11 宅地 197.54㎡ 6,320,000 円 市有地

2305 船江 3丁目 524番 3 宅地 316.79㎡ 9,820,000 円 市有地

2306 一之木 4丁目 593番 1
ほか

宅地ほか 279.71㎡ 10,300,000 円 市有地

2307 旭町字桃ノ木 293番 山林
（原野）

2,325.38㎡ 11,627,000 円 公社保有地

時①11月17日㈭・10：00～12：00、②18日㈮・10：00～12：
00、③27日㈰・13：30～15：30　所①③伊勢友の家（宇治浦
田3丁目58-3）、②小俣農村環境改善センター　内家計簿記
帳（予算生活の大切さ）、バランスの良い食生活、CO２削減
に向けて、子どもたちの健やかな成長を願って、について

の講習会　料300円（資料代）
※託児できます。（要予約）

家事家計講習会
伊勢友の会・森さん（☎22-2696）

時11月12日㈯、13：00～15：00　所小俣農村環境
改善センター　内小俣小学校たんぽぽ合唱団、
明野小学校４年生、小俣中学校ブラスバンド部、

コーラス小俣RIN、小俣女声コーラス、コールセ
シリア、琴修会、美すじ会によるコンサート

第２２回チャリティーコンサート
こころのハーモニー

おばたこころのハーモニー実行委員会
（☎22-3610〔小俣中学校〕）

時・内・定・料下表のとおり　所外宮参道およびその周辺

神楽月  外宮さん参り実行委員会（☎28-4933〔伊勢 菊一〕）神楽月  外宮さん参り

11月５日㈯・６日㈰ 11月23日㈷
外宮さんお参りツアー（記念品付き）
　時　　間　11:00～、14:00～（各日2回、集合時間は開始10分前）
　集合場所　伊勢 菊一（菊一文字本店）

「着物でお参り」レンタル着付け処
　受け付け時間　10:00～14:00（着物は20:00までに返却）
　場　　所　伊勢 菊一（菊一文字本店）
　料　　金　3,650円～（レンタル料・着付け料込み）
　※持ち込み着物の着付けも可。

伊勢のこだわりワークショップ
◆しめ縄作り（各日3回、45分程度）
　時　　間　10:00～、13:00～、15:00～
　定　　員　各5人
　参 加 費　1,500円
◆光る泥だんご作り（各日5回、30分程度）
　時　　間　10:00～、11:00～、13:00～
　　　　　　14:00～、15:00～
　定　　員　各10人
　参 加 費　500円

神恩感謝の百人御神楽
　30分程度の講演の後、100人で外宮さんにお参りに行き、
日々の暮らしへの感謝を込めて、みんなでお神楽をあげまし
ょう。（着物姿大歓迎！）
　時　　間　14:30～16:30（受け付けは14:00～）
　集合場所　いせ市民活動センター北館（いせシティプラザ）
　定　　員　100人
　参 加 費　1,000円　　　 　※事前申し込みは不要です。

オープンカフェ＆ひだまり市
　時　　間　10:00～16:00

野点＆ひだまり市
　時　　間　10:00～14:30

ひだまり演奏会（30分程度）
　時　　間　5日…10:00～、12:00～、15:00～
　　　　　　6日…10:00～、12:00～

※詳しくは、ホームページ（ http://juing.jp/ise-kikuichi）をご
覧ください。（「神楽月外宮さん参り」で検索）
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津
地
方
裁
判
所
総
務
課（
☎
津
０
５

９
・
２
２
６
・
４
１
７
２
）

裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
発
送

　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
対

し
、
11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通

知（
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
は
、
平
成
24
年
２

月
ご
ろ
か
ら
平
成
25
年
２
月
ご

ろ
ま
で
の
間
に
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

事
前
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
、

こ
の
段
階
で
は
具
体
的
な
事
件

の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
選

挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
抽
出

さ
れ
た
名
簿
を
も
と
に
、
各
地

方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
分
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
人
数
は
、
三
重
県
で
３

７
０
０
人（
有
権
者
約
４
０
７

人
に
１
人
）で
す
。

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
平
成
23
年
度
宝
く
じ
普
及

広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
、
次

の
と
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・・
田
尻
町
会　

放
送
設
備
の
整

備・・
上
久
保
自
治
会　

祭
り
や
ぐ

ら
の
購
入

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
21
５
６
３
５
）

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

投
票
日
は
11
月
27
日
㈰
で
す
。

　このコーナーは、国・県・市

または教育委員会が共催・後援

などをするイベント情報を案内

するコーナーです。参加費など

の記載のないものは無料です。
時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

１月１日号＝11月15日㈫
１月15日号＝11月30日㈫

申し込み締め切り

時11月27日㈰、15：00～　所観光文化会館　内病気と闘う子どもた
ちのために、竹下景子さん（朗読）・筧千佳子さん（ピアノ）・野本立

人さん（バリトン・伊勢市出身）・伊勢少年少女合唱団らとともにチ

ャリティーコンサートを行います　料一般3,000円、高校生以下
2,000円

時11月19日㈯、13：00～17：00　所①
ミキモトホール（黒瀬町1425）、②③
④宇治山田高校　定①②5人程度、③
④20人程度　料①大人・大学生3,000
円、高校生2,000円、小・中学生1,000
円、②③④大人・大学生2,000円、高
校生以下500円（①～④ともに聴講生
は無料）　申11月5日㈯まで

時11月20日㈰、14:00～　所ミキモト
ホール　内トランペット・クラリネッ
ト・ピアノによるコンサート　定300
人（先着順）　料大人・大学生3,000円
（前売り2,500円）、高校生以下1,500円
（前売り1,000円）
※詳しくは、ホームページ（ http://
pablo-mf.com）をご覧ください。

第３回パブロ音楽祭
食の楽団パブロ（☎63-5826）

コンサート

時11月26日㈯・27日㈰、10：00～
16：00　所生涯学習センターい
せトピア　内市内の小・中学
生が制作した書写・図画・立

体作品の展示

時12月10日㈯、10：30～11：30　
所福祉健康センター・２階　内

友の会会員による手作り作品（エ

プロン・枕カバー・鍋帽子・子

ども用パジャマなど）、日用雑貨

などのバザー

第53回伊勢市小中学校
教育美術展

震災クリスマスバザー

伊勢市小中学校教育美術展
事務局（☎36-4564〔大湊小学校〕）

伊勢友の会・森さん
（☎52-1828）

小児がんの子どもたちのためのチャリティー公演
ごえんなこんさあと～竹下景子さんとともに～
あふれんばかりの大きな愛　伊勢公演

 公開レッスン
   ①ピアノ、②合奏指導
   ③トランペット、④クラリネット（　　　　　　　　　　　　）

NPO法人朴の会  伊勢公演実行委員会・小山さん（☎28-1615）
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　このコーナーは、市民団体の皆さん

が、イベント案内や会員募集などに利

用できるコーナーです。参加費などの

記載がないものは無料です。

１月 1日号＝11月15日㈫
１月15日号＝11月30日㈬

申し込み
締め切り

MINNA no HIROBA

時 11月6日㈰、10:00～15:00
所いせ市民活動センター北館（い
せシティプラザ）　内午前はコー
ラス・フラダンス・子育てなどの

発表・展示・体験。午後は「原発

やめて自然エネルギーへ」藤永の

ぶよさんの講演です。　料500円

新日本婦人の会伊勢支部（☎24-6913）

新婦人まつり伊勢

時 11月19日 ㈯・10:00～16:00、
20日㈰・10:00～15:00　所 いせ
市民活動センター　内伊勢度会
地区の現職教職員・退職会員と

その家族の作品、伊勢市・度会

郡の小・中学校の児童・生徒の

書道・図画の展示

退教互伊勢度会地区（☎28-8387）

生き生き楽しい作品展

時 12月4日㈰、13:00～　所 宮川
ラブリバー公園　対親子または
子どものみ（小学生～中学生〔小

学生以下の子どもは保護者同

伴〕）　内おとうさんやおかあさ
んが子どもと一緒に、きれいな伊

勢市をまもっていける仲間と環

境活動を通じて交流を深めてい

きましょう。　定 40人　申 11月
15日㈫～12月３日㈯に同法人へ

特定非営利活動法人なかよし
（☎24-6706）

きれいな伊勢市をまもろう

時 11月26日㈯、14:00～15:30
所皇學館大学佐川記念神道博物
館・講義室　内日本の祭りⅧ「嚴
島神社の年中行事」（講師：岡田

敬士さん〔嚴島神社権
ごん

禰
ね

宣
ぎ

〕）
定 80人（先着順）　申事前に同大
学へ

皇學館大学（☎22-6471）

皇學館大学神道博物館
教養講座

時 11月12日㈯、13:00～16:00
所生涯学習センターいせトピア
対 市民　内 登記全般（土地の境
界・土地分筆・合筆・建物新築・

増築・解体、司法書士会有志に

よる相続・売買・贈与・会社設

立等）無料相談会

三重県土地家屋調査士会伊勢支部
（☎志摩0599-43-9800）

専門家による
無料登記相談会

時 11月19日 ㈯・26日 ㈯、18:30
～20:30　所福祉健康センター　
対初心者の人　内忘年会・お正
月など人の集まる時にするかん

たんマジック教室です。親子で

の参加も大歓迎。　定 20人（先
着順）　申事前に大形さんへ

大形さん（☎090-2574-6733）

かんたんマジック教室

時 11月12日㈯、13:00～16:30
所三重県総合文化センター（三重
県文化会館・小会議室）　対県内
の中学生・高校生・大学生およ

び保護者、教育関係者　内米国
公費高校留学・大学奨学金留学

（返済不要）・条件付大学進学お

よび留学基礎知識をお話します。

気軽にご参加ください。　定 30
人（先着順）　申 11月11日㈮まで
に同会へ

NPO法人青少年異文化交流推進協会
（☎フリーダイヤル0120-52-9686）

海外高校・
大学進学相談会

時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

時 11月12日㈯、14:00～15:30
所皇學館大学4号館・431教室
内版画のはなし：ウォーターレ
スリトグラフを中心に（講師：

加藤茂外次さん〔皇學館大学教育

学部准教授〕）

皇學館大学（☎22-8600）

皇學館大学月例文化講座

　被災された方々はいまだ復興
していません。私たちは、復興
支援をするボランティアです。
一緒に活動していただける方、
私たちの活動を支援いただける
方はご連絡ください。復興にご
協力ください。

特定非営利活動法人なかよし
（☎24-6706）

東日本大震災
救援活動にご協力を

時 11月22日㈫、13:00～14:30
所皇學館大学2号館・224教室
内 日本人の「主体」性（講師：
菅野覚明さん〔東京大学大学院人

文社会系研究科教授・皇學館大

学客員教授〕）　定 50人（先着順）

皇學館大学（☎22-6496）

皇學館大学特別講座



35 広報いせ ●平成23年11月１日号

  予算額〔平成23年度〕 4,143 万 4千円（市主催分のみ）

法　律　※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて　　　　　　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、午後１時30分～３時30分　所広報広聴課（☎
㉑ 5515）対市内に住所を有する人　定８人（定員を超えた
場合は抽選）申相談日当日の午後１時15分までに広報広聴
課へ来所

時 11月10日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午
後１時15分までに来所が必要）　所小俣保健センター　対
市内に住所を有する人　定４人（定員を超えた場合は抽選）
申 11月 4日㈮～9日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗
0509）へ来所または電話

時 11月17日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午
後１時15分までに来所が必要）　所ハートプラザみその・多
目的室　対市内に住所を有する人　定４人（定員を超えた
場合は抽選）申 11月10日㈭～16日㈬に、社会福祉協議会
御薗支所（☎㉒ 6617）へ来所または電話

交通事故
時第3水曜日（11月16日）、午後１時～３時  所広報広聴課（☎
㉑5515）　定４人（先着順）　申相談日当日の午前 8時 30
分～午後2時 30分に、広報広聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　所三重県交通事
故相談窓口〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津059・228・7350）

行　政
時第 2火曜日（11月8日）、午後1時～3 時　所二見生涯
学習センター　問二見総合支所地域振興課（☎42 1111）

時第3火曜日（11月15日）、午後1時～3時　所広報広聴課（☎
㉑ 5515）

時第 4火曜日（11月22日）、午後1時～3時　所小俣公民
館　問小俣総合支所地域振興課（☎㉒ 7858）

登　記
時第2火曜日（11月8日）、午後1時～4時（受け付けは午
後３時まで）　所広報広聴課（☎㉑ 5515）

消費生活（消費者被害の相談など）
時月曜日～金曜日、午前9時～正午・午後１時～４時
所伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

時月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　所三重県消費生活
センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
時第3木曜日（11月17日）、午前 9時 30分～11時 30分（受
け付けは午前11時まで）　所市役所本館・2階第１会議室　
定 4人（先着順）申相談日当日の午前 8時 30 分から伊勢
市消費生活センター（☎㉑ 5717）へ電話

家庭児童（児童虐待など）・女性（DVなど）
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後5時　所こども家庭相
談センター（☎㉑ 5709）

乳幼児
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後4時　所大世古保育所
（☎㉕ 3676）

小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど）
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕（☎㉒ 7867）
 臨床心理士によるカウンセリング（要予約）

時月曜日・水曜日・金曜日・午前 9時～午後3時、火曜日・
木曜日・午前９時～午後5時　対小・中学生および保護者

青少年（非行問題など）
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
時 11月 8日㈫・22日㈫、午前10時～午後4時　所サンラ
イフ伊勢　対市内に在住または通勤している35歳以下の人
またはその保護者、学校の進路担当教諭　定５人（先着順）
申おしごと広場みえ（☎津 059・222・3309）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など）
時月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日
曜日・祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場
合があります）　所障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕
2丁目4-9、☎⑳ 6525） 　方電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支
援センター（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳
5055）、南地域包括支援センター（☎㉑ 0080）

時毎日24時間対応　所各在宅介護支援センター〔神路
園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百合園（☎㉗
1511）、山咲苑（☎㉓ 8000）、正邦苑（☎38 1800）、み
なと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二見ふれあい
プラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　方電話・来所

心配ごと
時第１水曜日（11月 2日）、午後1時～3時　所小俣保健
センター　問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）

時第2水曜日（11月 9日）、午後1時～3時　所福祉健康セ
ンター　問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）

時第3水曜日（11月16日）、午後1時～3時　所ハートプラザ
みその・多目的室　問社会福祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

時 11月 24日㈭、午後1時～3時　所社会福祉協議会二見
支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

時とき 所ところ 対対象 定定員 申申し込み 方相談方法 問問い合わせ

時 12月1日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午後
１時15分までに来所が必要）　所福祉健康センター　対市
内に住所を有する人　定４人（定員を超えた場合は抽選）申
11月 24日㈭～30日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗
2425）へ来所または電話
※11月中に申し込みを受け付けるため、今月号に掲載しています。

人　権
時第２木曜日（11月10日）、午後１時～４時（受け付けは午
後３時まで）　所広報広聴課（☎㉑ 5515）

時毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前９時 30分～午後４
時 30分　所津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

母子
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後5時　所こども課（☎
㉑ 5561）

公　証（遺言・契約証明）
時 11月10日㈭、午後１時～４時（受け付けは午後２時まで）
所広報広聴課（☎㉑ 5515） 

11月の無料相談
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